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第11章  

ノルウェーにおける国と地方の役割分担 

 

 
1. ノルウェーの政府構造1 
1.1 基本構造 
ノルウェーは、立憲君主制を採用する単一国家で、その政府構造は、中央政府と地

方自治体（県2、市3）によって構成されている。2006年 3月現在、19の県と 434の市

がある。（以下、県と市を総称する際には「地方自治体」と記載する。） 

基礎自治体である市の約半数は、人口 5,000人以下の団体で、また人口 3,000人以下

の市は 159団体（全体のうちの約 36%）ある。他方、人口 5万人以上の市は、全国で

12団体である。このようにノルウェーの基礎自治体は、小規模な市によって構成され

るている点が特徴である4。 

また、国土は南東部にある首都オスロがある平野部及び国土の中部にあるトロンド

ハイムを除いて、山間部が多く、国土全体の 66.3%が不毛地帯、森林が 25.7%、湖水

が 5.1%占められている5。 

 

1.2 政府における組織構造 
1.2.1 中央政府 

ノルウェーでは6、行政権は内閣に帰属している。内閣の役割は、ストーティング（ノ

ルウェー国会）への法案と予算案の提出、及び各省庁を通じて国会が決定した政策決

定事項を実施することにある。 

政府の閣僚は、国会議員の中から選出され、首相がその長となる。形式上は、国王

が国会の多数党に単独または連立での組閣を求めることになっているため、内閣の決

定は、国王が閣僚会議において正式に決定する仕組みになっている。そのため、国王

                                                      
1 Ministry of Local Government and Regional Development（2004）"Local Government in Norway", Øyvind 
Glosvik（2003）"Local government and administrative structure in Norway ", Norwegian Association of Local and 
Regional Authorities: KS (2004)"Government in Norway Structure, System, Division of Competencies" より。 
2 フィルケス。Fylkes Kommune，英訳は、county 
3 コムーネ。Kommune, 英訳は municipality 
4 The Norwegian Association of Local and Regional Authorities: KS（2004）"Government in Norway Structure, 
System, Division of Competencies"より。 
5 自治総合センター（1994）「ノルウェー地方行政事情」より。 
6 在日ノルウェー大使館ホームページより。
http://www.norway.or.jp/facts/political/government/government.htm 
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と閣僚会議が法令に共同で承認することになっており、国王令には全て国王と首相の

署名が記載されている。 

また、各省庁の統治は、大臣が国会議員から選出される大臣統治制を採用している。

大臣以下、政府任命の（政務）副大臣と、政治顧問が配置されている。 

各省庁の組織構造は、事務方のトップとして事務次官（Secretary-General）、その下

の局（Departmental）レベルに局長（Director General）、局部（Departmental）または部

（Sectional）レベルに局次長（Assistant Director General）、部（Sectional）レベルに部

長（Deputy Assistant Director General）、課（Divisional）レベルに課長（Head of Division）、

そして様々な職務階級の顧問、幹部、事務スタッフによって構成されている。 

中央省庁において、地方自治制度を所管するのは、内務省の自治局（Ministry of Local 

Government and Regional Development, Department of Local Government）である。同局の

主たる役割は、「地方財政」「政府・地方自治体間の調整」「地方自治体に関連する法制

度整備と執行」「地方自治制度」「地方選挙」である7。 

 

1.2.2 県の組織 

地方自治法（Local Government Act）に基づき、県には、県議会、執行理事会、議会
議長（知事）、事務総長、監査役等を設置することが義務付けられている8。 
 
◆ 県議会 
・ 県の組織において最高権限を持つ機関。 
・ 議員は 4年毎に直接選挙で選出され、奇数人数によって構成されている。 
 
◆ 執行理事会 
・ 議員 5名以上によって構成される執行機関。 
・ 議員の中から比例代表制により選出される。議長が執行理事会の長を兼任してい

る。 
・ 計画、予算、条例に関する提案を行う他、法に定めが無い事項についても決定権

限が与えられている。なお、執行理事会制度を採用していない県もある。 
 
◆ 議会議長・県知事 
・ 県議会の議長が知事を兼任する。行政の最高責任者。 
・ 任期は 4年。 

                                                      
7 内務省ホームページより。http://odin.dep.no/krd/english/ministry/org/dep/016051-150004/dok-bn.html 
8 自治総合センター（1996）「ノルウェー地方行政事情」、ノルウェー地方自治法（Local Government Act） 
http://www.ub.uio.no/ujur/ulovdata/lov-19920925-107-eng.pdf より。 
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・ なお、ノルウェーでは、議会を通じて選出される県知事とは別に、国が任命する

知事であるフィルケスマン Fylkesman がいる。国政において貢献した実績がある
大臣、官僚等から任命されることが多い。 

 
◆ 常任委員会 
・ 各県議会に設置。設置されている常任委員会の数、構成内容は県によって異なる。 
・ 活動内容、権限は議会が決定しており、通常、所管する行政分野に関する全ての

事項に関する決定権限が付与されている。また、必要に応じて、下部組織として

部会が設置される場合もある。 
 
◆ 行政部局 
・ 地方自治法では、各県に事務総長、出納長及び監査役を設置することが求められ

ている他に必置規定は無く、県自らが役職及び行政機構を組織することが可能に

なっている。 
・ 一般的には、事務総長が全体を統括し、部局レベルでは部局長が所掌する行政分

野の業務を統括している。 

 

1.2.3 市の組織 

地方自治法に基づき、市には、議会、執行理事会、議会議長、事務総長、監査役等

を設置することが義務付けられている9。 
 
◆ 市議会 
・ 市の組織において最高権限を持つ機関。 
・ 議員は 4年毎に直接選挙で選出され、奇数人数によって構成されている。 
 
◆ 執行理事会 
・ 議員 5名以上によって構成される執行機関。 
・ 比例代表制により選出される。議長が執行理事会の長を兼任している。 
・ 大きな市では、通常、執行理事会に大幅に権限委譲がなされており、財政計画、

年次予算、税率などを審議する役割が与えられている。 
・ なお、執行理事会制度を採用していない市もある。 
 
◆ 議会議長（市長） 
・ 市議会の議長が市長を兼任する。行政の最高責任者。 

                                                      
9 自治総合センター（1996）「ノルウェー地方行政事情」、ノルウェー地方自治法（Local Government Act） 
http://www.ub.uio.no/ujur/ulovdata/lov-19920925-107-eng.pdf より。 
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・ 任期は 4年。 
 
◆ 常任委員会 
・ 各市議会に設置。設置されている常任委員会の数、構成内容は市によって異なる

が、通常は、5分野（健康・社会福祉、教育・文化、都市開発、交通・環境、財務）
において常任委員会が設置されている。 

・ 活動内容、権限は議会が決定しており、通常、所管する行政分野に関する権限の

多くが常任委員会に委譲されている。 
 
◆ 個別法に基づく委員会 
・ 個別法において委員会の設置が求められている場合がある。建設委員会、社会福

祉委員会などがその例である。 
 
◆ 行政部局 
・ 市の行政部局は、各市によって異なるが、通常は常任委員会の単位を基本に部局

が構成されており、部局長が当該部局の業務の執行を統括している。 
・ 行政官の最高ポストである事務総長は、自由かつ独立した立場に置かれ、その役

割は、議会の指示に従って行政組織全体を運営していくことである。具体的には、

予算案の作成・提出及び行政運営に対する管理・監督に係る権限が事務総長に付

与されている。 

 

2. 国・県・地方の法的な役割分担 
2.1 憲法・基本法 
ノルウェーの地方自治制度は、スウェーデンとの連合王国であった 1837年に、市民

議会法（Alderman Act of 1837）に遡る。同法によって初めて、ノルウェーの地方自治

体の権利と義務が規定された。その後、1964 年に、広域自治体として県が設置され、

現在は、1992年に制定された地方自治法10（Local Government Act）の下で、地方自治

が実施されている。（次頁に同法の条項を抜粋・整理している。） 

 なお、1814 年に起草されたノルウェー憲法11（The Constitution of the Kingdom of 

Norway）には、地方自治に関する規定が無く、この地方自治法がノルウェーの地方自

治制度の根拠になっている。 

 

                                                      
10 以下を参照。http://www.ub.uio.no/ujur/ulovdata/lov-19920925-107-eng.pdf 
11 以下を参照。http://odin.dep.no/odin/engelsk/norway/system/032005-990424/ 
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25 Sep. 1992 No. 107  
LOCAL GOVERNMENT ACT 

Updated with all amendments enacted up to 7 January 2005 
 
Chapter 1. The purpose and scope of the Act. Local government planning. 
§ 1. The purpose of the Act. 
§ 2. The scope of the Act. 
§ 3. Structure of local government. Names of local authorities. Town. 
§ 4. Information concerning the activity of the local authority. 
§ 5. Local authority planning. 
 
Chapter 2. Local government bodies. 
§ 6. Municipal council and county council. 
§ 7. The composition of the municipal council and of the county council. 
§ 8. Municipal board of aldermen. County board of aldermen. 
§ 9. Chairman of the municipal council. Chairman of the county council. Vicechairman. 
§ 10. Standing committees. Committees. 
§ 11. Boards for institutions etc. 
§ 12. Municipal district committees. 
§ 13. Extension of powers in matters of urgency. 
§ 14. Eligibility. Obligation to accept election. 
§ 15. Relinquishment of office. Suspension. 
§ 16. Promotion and new elections. 
§ 17. Constitutive meeting etc. of the municipal council and the county council. 
 
Chapter 3. Parliamentary local government. 
§ 18. Introduction and termination of parliamentary local government. 
§ 19. Municipal executive board. County executive board. 
§ 20. Responsibilities and powers of the municipal executive board and the county executive board. 
§ 21. Assistance with office work and elucidation of business for groups in municipal councils and 
county councils. 
 
Chapter 4. The administration of local authorities. 
§ 22. Chief executive. 
§ 23. The functions and powers of the chief executive. 
§ 24. Local government posts. 
§ 25. Jointly constituted committees – management committees. 
§ 26. Right of the employees’ representatives to be present at meetings of boards. 
 
Chapter 5. Joint discharge of local authority functions. 
§ 27. Joint discharge of local authority functions. 
§ 28. Transfer of power to make collective agreements. 
Chapter 6. Rules of procedure in popularly elected bodies. 
§ 29. The area of application of these provisions. 
§ 30. The principle of meeting. 
§ 31. Open or closed meetings. 
§ 32. Scheduling of meetings. Agenda. Summons. Presiding over meetings. 
§ 33. Quorum. 
§ 34. Amendments to the agenda. Questions. 
§ 35. Voting. 
§ 36. Proportionally representative elections – list proposals. 
§ 37. Proportionally representative elections – final allocation of votes. 
§ 38. Elections by majority ballot. Appointments. 
§ 39. Regulations. Records. 
 
Chapter 6A. Inhabitant initiative. 
§ 39a. Inhabitant initiative. 
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Chapter 7. Rights and duties of popularly elected representatives. 
§ 40. Right and duty to attend meetings of local authority bodies. Disability. Right of access to 
documents. 
§ 41. Covering of expenses and financial loss. 
§ 42. Remuneration for work. 
§ 43. Pension scheme. 
 
Chapter 8. Finance plan, annual budget, annual accounts and reporting. 
§ 44. Finance plan. 
§ 45. Annual budget. 
§ 46. Content of the annual budget. 
§ 47. Binding effect of the annual budget. 
§ 48. Annual accounts and annual statement. 
§ 49. Reporting by local authorities. 
 
Chapter 9. Liability for debts etc. 
§ 50. Raising loans. 
§ 51. Guarantees and provision of security for the financial liabilities of others. 
§ 52. Financial administration. 
§ 53. Set-off. 
§ 54. Assignment of claims for taxes and levies. 
§ 55. Levy of execution and attachment. Insolvency and debt settlement proceedings. 
§ 56. Resolution to stop payments. Appointment of supervisory board. 
§ 57. Payments after a resolution to stop payments. 
§ 58. Preparation of revised annual budget and finance plan. 
 
Chapter 10. State supervision and control. 
§ 59. Review of legality, duty to provide information etc. 
§ 60. State review and approval of financial obligations. 
 
Chapter 11. Local authority undertakings. 
§ 61. The scope of the present Chapter of this Act. 
§ 62. Establishment of a local authority undertaking. 
§ 63. Memorandum of association. 
§ 64. Management of a local authority undertaking. 
§ 65. Composition of the board. 
§ 66. Term of office for the members of the board. 
§ 67. Powers of the board. 
§ 68. Meetings of the board. 
§ 69. Resolutions that must be approved by the municipal council or the county council. 
§ 70. General manager. 
§ 71. Powers of the general manager. 
§ 72. Relationship to the administration otherwise of the municipal or county authority. 
§ 73. Representation. 
§ 74. Representation by an agent acting ultra vires. 
§ 75. Regulations concerning annual accounts in pursuance of the Accounts Act. 
 
Chapter 12. Internal supervision and control. Audit. 
§ 76. Supervisory responsibility of the municipal council and the county council. 
§ 77. Control committee. 
§ 78. Audit. 
§ 79. Independence of the auditor. 
§ 80. Inspection of partnerships. 
 
Chapter 13. Commencement. Transitional provisions. Repeals and amendments in respect of 
other Acts. 
§ 81. Commencement. Transitional provisions. 
§ 82. Amendment of other Acts. 
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2.2 県・市の法的位置付け 
 上記のように、地方自治体は、地方自治法に基づいて、独立して業務を遂行する権

利を有する団体として位置付けられている。また、地方自治法には、地方自治体の組

織や権限等に関する全般的な事項が規定されている。 

このようにノルウェーの地方自治体の機能は12、国会（法）で定められているが、

我が国と同様に、法で禁止されている以外の業務や機能を地方自治体が遂行できると

いう包括主義（Power of General Competence）の立場を採用している。これは、法によ

り地方自治体が何をすべきかが定められ、これを越えた場合は越権行為として無効と

なるイギリスの限定列挙主義と対照的である。なお、ノルウェーの地方自治体間（県

と市）の機能の分担については、一般的な法律の規定がなく特別法として国会を通じ

て規定される場合が多い。 

 

2.3 国・県・市の主な所掌事務 
2.3.1 国の主な所掌事務 

国の主な所掌事務は、以下のとおりである。 

 

図表 11-1 ノルウェーにおける国の主な所掌事務 

・ 国民保険制度、病院経営（The National Insurance Scheme） 

・ 特定医療、保健サービス（Specialized Health Services） 

・ 特定社会、福祉サービス（Specialized Social Services《Institutions for Child Welfare and 

for Drug/Alcohol Abuse》） 

・ 高等教育（大学）、労働、移民・難民（Higher Education/Universities, Labour Market, 

Refugees and Immigrants） 

・ 道路ネットワーク、鉄道、農業、環境（National Road Network, Railways, Agricultural 

Issues, Environmental Issues） 

・ 警察、司法、行刑、国防、外交（Police, Courts, Prisons, Armed Forces, Foreign Policy） 

（出所）Ministry of Local Government and Regional Development（2004）"Local Government in Norway"より 
 

                                                      
12 以下の記述は、自治体国際化協会（1995）「ノルウェーのフリー･コミューン･プログラム」より。 
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2.3.2 県の主な所掌事務 
県の主な所掌事務は、以下のとおりである。 

 

図表 11-2 ノルウェーにおける県の主な所掌事務 

・ 高等教育（高校）（Upper Secondary School） 
・ 地域開発（Regional Development） 

-  県道・公共交通（County Roads and Public Transport） 
-  地域計画（エネルギー供給等）（Regional Planning） 
-  産業発展（Buisness Development） 

-  文化振興（博物館、図書館、スポーツ施設）（Museums, Libraries, Sports） 
（出所）Ministry of Local Government and Regional Development（2004）"Local Government in Norway"より 
 
2.3.3 市の主な所掌事務 
市の主な所掌事務は、以下のとおりである。 

図表 11-3 ノルウェーにおける市の主な所掌事務 

・ 初等（義務）教育（Primary and Lower Secondary School） 
・ 高齢者施設及び保育園（Nurseries / Kindergardens） 
・ 高齢者ケア、障害者・社会福祉ビス（Care for The Elderly and Disabled, Social Services 

(Social Assistance, Child Welfare, Drug/Alcohol)） 
・ 地域計画及び地域における農業、環境、道路、港湾に関する事項（Local Planning 

(Land Use), Agricultural Issues, Environmental Issues, Local Roads, Harbours） 
（出所）Ministry of Local Government and Regional Development（2004）"Local Government in Norway"より 

 

財務省、内務省担当者の発言 
・ ノルウェーには、19の県（Fylkes Kommune）と 433の市（Komuune）が存在する。対 GDP
比で見ると、地方自治体の歳出規模は対 GDP比で 10.1％を占める（中央政府は 11.5％）。 

・ 就業者の約 20％が地方自治体で働いており、この割合は他国と比べてもかなり高い。 
・ 市は、人口 5,000人未満が半数以上であり、50,000人以上の市は 12団体しかない。 
・ 市は義務教育（小中学校）の遂行、保育施設の運営、高齢者や障害者に対するケアサービ
ス、児童福祉、ドラッグやアルコール中毒患者診療、都市計画（土地利用）、農業対策など
に責任を持っている。 

 

財務省、内務省担当者の発言 
・ 国は、特定補助金や法律、規定を通じて市を管理しているが、中央から地方自治体への出
向等を通じた人的統制はない。中央政府の官僚が地方自治体の首長として選挙に出ること
も多くない。 

・ 但し、中央政府での業務経験は、その後、地方自治体に就職するときにエキスパートとし
て採用されやすい、とは言える（公募なので、天下りを意味しない）。また、地方自治体か
ら国に再就職する逆のケースもある。 
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2.3.4 オスロ市の例 
 以下、オスロ市の例を紹介する13。 
◆オスロ市概要 

・ オスロ市（Oslo、旧称クリスチャニア Kristiania）は、ノルウェー王国の首都で、
王宮、行政、立法、司法などの国の中枢機関が集まる。 

・ 人口は 518,929 人（2004 年 1 月）で、ノルウェーの人口の 11.4％を占める。面積
454㎢。北緯 59度 60分、東経 10度 45分に位置する。なお、オスロ市は、オスロ
県と同じ範囲である。 

・ オスロ都市圏は近年、郊外に拡大しつつあり、近隣のアーケシュフス Akershus県
内の市と市街地でつながっている。それらを含む都市圏の人口は 801,028人、面積
は 27,653㎢である14。 

◆市議会 

・ 市の最高意思決定機関で、4年を任期とする議員 59名で構成されている。 
・ 予算を含む市の重要事項を審議・決定し、また行政府の局長を任命する。 
・ 会議は毎月開催され、議長（市長）が主催し、全て公開されている。 
◆常任委員会 
・ 議会の常任委員会は、「健康・社会福祉」「教育・文化」「都市開発」「交通・環境」

「財務」が設置されている。 
・ 市議会議員は、上記の委員会のいずれかに所属している。 
・ 常任委員会は、議案を作成し、また関連事項を議会に報告する義務を有している。 
◆市長 
・ 市議会が長を任命する Parliamentary Model を採用している。市長は、議会からの
質問に回答することが求められる。 

◆行政部局 
・ 行政府は、議会に任命される 8 名の局長（Commissioners）が大臣のように、行政
府を指揮・監督する。局長の代表である事務総長は、首相と同じ役割を果たす。 

・ 本庁の部局は、この局長のもとに組織が構成されている。また、本庁とは別に 15
の区（Districts）が設置されている。各区には、区議会及び事務局が設置されてお
り、区議会議員及び事務局長（Director）は、議会が任命している。但し、現在、
試行的に 4 つの区において、区議会議員選挙を実施している。区は、主に一次医
療と福祉サービスを提供する役割を担っており、予算は包括予算（枠配分予算）

として区に一括配分されている。 
 

                                                      
13 オスロ市資料及びホームページより。http://www.oslo.kommune.no/the_city_of_oslo/ 
14 フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』より。
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AA%E3%82%B9%E3%83%AD 
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◆主な所掌 
・ オスロ市の主な所掌事務は以下の通りである。 

保健・福祉 Health and Social Welfare 
・ 高齢者介護、ドラッグ・アルコール中毒患者診療、精神保健、福祉サービス、児童福祉、

障害者福祉 

教育・文化 Education and Cultural Affairs 
・ 学校運営、協会、文化施設（図書館、映画館、活動施設）、スポーツ振興、文化財保護 

都市開発 Urban Development  
・ 都市開発（都市計画、住宅建設、再開発、不動産管理） 

交通・環境 Transport and Environmental Affairs 
・ 公共交通、港湾施設、道路管理、下水処理、上水道、エネルギー、アウトドア・レクレー

ション施設、環境対策、公園管理 

財務 Finance 

・ 予算、長期財政計画、税制、組織・人事 

 
・ また、各区を通じて実施される業務は主に、「高齢者ケア」「デイ・ケア施設の運

営」「児童クラブ」「精神保健施設の運営」「保健センターの運営」「精神障害者支

援」「薬物・アルコール中毒患者支援」「難民・移民保護」である。 
・ その他、公営企業として、40 の企業・機関が設置されている。「消防・救急」「上
下水道」「オスロ港」「オスロ市公共交通」「映画館」などである。 

◆予算・決算 
・ 以下は、オスロ市の歳出・歳入（2004年）の構成概要である。 
 

図表 11-4 歳出予算（目的別） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（資料）オスロ市資料より 

交通・環境

10.7%

教育

24.2%

都市開発

1.4%

産業・文化

2.6%

福祉（本省）

7.8%

福祉（各区）

47.9%

その他

5.4%
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図表 11-5 歳入決算（性質別） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（資料）オスロ市資料より 

 

オスロ市担当者の発言 
○市の内部での予算配分 
・ 老人介護や児童福祉など分野間の優先順位の付け方については、その時々の課題に応じて
自由度が利くよう、枠配分予算の考え方を採用している。市内の 15区に対しても枠配分予
算を通じて予算配分している。（主に福祉サービス。義務教育費については、市が直接責任
を負い、区は担当しない。） 

・ 各区への予算配分については、児童数、高齢者数などに基づいて配分しているが、実際に
どのように予算執行するかは、区内の議員が様々な要素を配慮して決定している。 

・ より現場に近いところで予算執行の意思決定を行う代わりに、結果に対して責任を負う制
度になっている。 

○国の地方に対する人的統制 
・ 国による市に対する人的統制は無い。市には中央官僚の出向用ポストは無い。なお、本イ
ンタビュー担当者のうちの２名は、かつて中央省庁（財務省と内務省）で勤務していたが、
市の公募に応募して、競争を経て採用されるに至った。 

 

 

市税

53.1%

純収益

7.2%

手数料等

34.4%

特別補助金

1.7%
一括補助金

3.6%
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図表 11-6 オスロ市の組織図 
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3. 地方財政制度 
3.1 地方財政制度 
3.1.1 地方財政の現状 

 市の歳出を目的別に見ると、教育（34%）、高齢者福祉（28%）、社会福祉（11%）、

歯科（4%）、管理（6%）、その他（5%）という構成になっている。一方、歳入を性質

別に見ると、地方税（43%）、一般補助金（21%）、使用料・手数料（16%）、特定補助

金（13%）、利子収入（4%）、その他（3%）となっている。 

 

図表 11-7 市の歳出（NOK1,750億）・歳入の状況（NOK1,870億）-2003年度- 

（歳出） 

 
 

（歳入） 

 
（出所）Ministry of Local Government and Regional Development（2004）"Local Government in Norway"より 
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 次に、県の歳出を目的別に見ると、教育（52%）、道路・交通（22%）が大半を占め

ている。続いて、管理（9%）、社会福祉（7%）、文化（5%）、技術（5%）、その他（8%）

という構成になっている。一方、歳入を性質別に見ると、地方税（42%）、一般補助金

（42%）、特定補助金（5%）、使用料・手数料（3%）、利子収入（3%）、その他（4%）

となっている。 

 

図表 11-8 市の歳出（NOK350億）・歳入の状況（NOK340億）-2003年度- 

（歳出） 

 

 

（歳入） 

 

（出所）Ministry of Local Government and Regional Development（2004）"Local Government in Norway",より 
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3.1.2 地方税制の現状 

 地方税は、地方所得税及び固定資産税により構成されている（県は所得税のみ）。い

ずれも、税率の上限は国会が定めることになっている。なお、地方自治体が独自に税

目を設定して課税することは認められていない。 

①地方所得税 

 県（42%）、市（43%）の主要な財源になっているのは、地方所得税である。 

 地方所得税の税率は、毎年、国会において最高税率が設定されており、各地方自治

体ではその範囲内において、税率を自由に設定することが可能になっている。しかし、

実際には、大半の地方自治体において最高税率が適用されている15。 

②固定資産(土地)税 

固定資産税は、市が、個人及び企業から徴収している。 

 但し、固定資産税は、都市部の市においてのみ課税することが認められている税で、

課税・徴収していない市もある。税率は、課税標準（市場価値の 30%）に対して 0.2

～0.7％の範囲で設定される16。 

③使用料・手数料等 

 地方自治体は、行政サービスに対して、使用料・手数料などの利用料金を徴収して

いる。上下水道、ごみ収集などの公共料金の他、福祉サービスや託児施設、介護サー

ビスの利用などに際しても利用料金が徴収されている。 

 これら行政サービスに対する利用料金は、地方自治体が料金を設定することが可能

であるが、原則として、費用を超えて徴収してはならないことになっている。また、

福祉サービスでは、上限設定や各種の免除などの規定がある17。 

財務省、内務省担当者の発言 
・ 2006 年度の地方自治体の歳入見込み NOK360 億の内訳は、地方税（個人所得税が中心）

49％、一般補助金 20％、特定補助金 11％、料金収入 14％、その他（付加価値税払い戻し
分や公営企業の配当金など）６％となっている。うち、地方税と一般補助金を中心とした
一般財源は約 75％である。 

・ 地方税の個人所得税における最高税率は、国会で最終決定される（全ての市が最高税率を
課している）。また、補助金の総額も国会で最終決定される。地方自治体が自由に決められ
るのは、料金水準ぐらいである。従って、地方政府は自らの歳入水準に対しては、限られ
た影響力しか持っていない。 

・ 市は、自らの判断で、固定資産税を課すことができるが、課税している市は多く
はない。 

                                                      
15 財務省・内務省へのヒアリング、KPMG (2006) TAX FACTS 2006 NORWAYより。 
16 KPMG (2006) TAX FACTS 2006 NORWAYより。 
17 地方自治情報センター（1994）「ノルウェー地方行政事情」、オスロ市へのヒアリングより。 
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3.1.3 政府間財政調整の仕組み 

ノルウェーの政府間財政調整制度（General Purpose Grant Scheme）は18、1986年に、

それまで約 50あった使途が制限される特定補助金を廃止して、地方自治体の裁量で支

出できる一般補助金として整理・統合され、導入されたものである19。以降、1997 年

の改正を経て20、現在の制度に至っている。 

図表 11-9 ノルウェーの財政調整制度の目的 

・ 地方自治体における予算配分・執行の裁量枠を拡大することで、地方自治を強化

する。 
・ 地方自治体間での財源格差を是正する。 
・ 法に基づく規制をシンプルにする。 
・ 地方自治体が提供する公共サービスを効率化する。 

・ 地方の実情に応じた歳出内容を実現する。 
（出所）Ministry of Local Government and Regional Development（2001）“The General Purpose Grant 

Scheme-Local Government Financing in Norway-” より 

 

現行の政府間財政調整制度は、下表のように「歳出基準による配分／歳入基準によ

る配分」及び「その他（僻地・北部地域への増額配分を含む）政策的基準による配分」

により構成されている。 

 

図表 11-10 財政調整制度の概要（2000年） 

単位：NOK1,000 

区分 市 県 
歳出基準による配分／歳入基準による配分 28,942 15,019
その他の政策的基準による配分 5,446* 2 008
－北部地域への補助 996 673
－僻地への補助 394 -
－政策的補助 2,857 1,179
－企業税の補償（オスロのみ） 197 133
－調整補助（当該年度のみ） 251 23
－特定補助金の一般補助金化の実験 753 -

計 34,388 17,027
（出所）Ministry of Local Government and Regional Development（2001）“The General Purpose Grant 

Scheme-Local Government Financing in Norway-” より （注*）各要素を足した額に一致しない 
                                                      
18 Ministry of Local Government and Regional Development（2001）“The General Purpose Grant Scheme-Local 
Government Financing in Norway-” より。
http://odin.dep.no/odinarkiv/english/bondevik_I/krd/016051-250013/dok-bn.html 
19 この政府間財政調整制度を通じて配分される金額は、市の歳入の約 21%、県の歳入の約 42%を占めて
いる。他方、特別補助金は、市の歳入の約 13%、県の歳入の約 5%を占めている。（内務省資料より） 
20 この改正は、Dr. Jørn Rattsøの指導で実施され、よりシンプルな方式に変更された。 



 743

 このノルウェーの政府間財政調整制度の特徴は、地方自治体の努力によって影響を与え

ることができないような原因により生じる地方自治体間の財源格差を是正するため、上記

区分のうち「歳出面に基づく配分／歳入面に基づく配分」において、「均衡化（Equalisation）」

の考え方を取入れている点にある。同制度は、どの地方自治体に住んでも、市民が同一水

準のサービスの提供が受けられるように、財源を手当てすることを目的にしている。 

 

図表 11-11 ノルウェーの財政調整制度の原則的な考え方（2000年） 

・ 制度は、県及び市がにおいて実施することが義務付けられているサービスの財源を手当て

することを意図している。 
・ 投資、調査研究、都市開発、その他の特別の取組及び国の責任で実施する施策に係る財源

は本制度には含まない。 
・ 配分される補助金は、使途を特定しない「一般補助金」としい交付されるもので、使途が

特定される「特定補助金」ではない。 
・ 補助金は、地方自治体が影響を与えることができない要因を基準に配分される。 
・ 補助金は、年間 10回に分けて交付される。 
・ この制度の基本コンセプトは、「歳出面及び歳入面での均衡化」である。  
・ 「歳入面における均衡化」は、一人当たりの税収の地方自治体間における差に基づいて調

整がなされるものである。 
・ 「歳出面における均衡化」は、どの地域においても国民が高い水準の公共サービスが受け

られるようにするために調整されるものである。 
・ 制度には、北部地域や僻地などの財政力が弱い地方自治体に対する加算が含まれている。 
・ 加算制度は、過渡期的なものも含まれている。 
（出所）Ministry of Local Government and Regional Development（2001）“The General Purpose Grant 

Scheme-Local Government Financing in Norway-” より 
 

 以下、「歳出面に基づく配分／歳入面に基づく配分」「その他政策的基準に基づく配分」

の順に制度の概要を整理する。 

■歳出基準による配分 

 歳出面に基づく配分は、地方自治体によってサービス提供コストが異なる要因として

「人口構成要因」及び「地理的要因」を前提に制度設計されている。 

 この歳出面に基づく配分は、各地方自治体に対して定額補助金として交付される「基本

配分（2000 年基準では市のみ）」と、歳出需要に応じて交付することを意図している「人

口要因に基づく配分」「地理的要因に基づく配分」により構成されている。 

交付額は、歳出需要が低い地方自治体への配分を減らして、その分を歳出需要が高い地

方自治体に上乗せする方法（“Zero-Sum Allocation”）により計算される仕組みで、交付総

額を確定した上で、下記基準ごとに、要素単価×要素量×ウェイトによって配分調整がな
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されている21。 

 

図表 11-12 地方自治体によってサービス提供コストが異なる要因 

人口構成要因 
・ 人口の構成要因よってサービス需要が異なる。例えば、人口に占める高齢者の割合が

多い場合、若年層が人口の大半を占める他の地方自治体と比較すると、より多くの高

齢者向けのサービスを提供しなけれでならない。 
・ 反対に、6歳から 15歳の児童・生徒が多い地方自治体では相対的に教育費の支出が増
加する。 

 
地理的要因 
・ 地理的な違いによって歳出が異なる。例えば、過疎地域では子どもの数が少ないが、

地理的な状況を踏まえて学校を建設しなければならず、過密地域と比較すると一人当

たりの学校建設コストは高くなる。 
（出所）Ministry of Local Government and Regional Development（2001）“The General Purpose Grant 

Scheme-Local Government Financing in Norway-” より 

 

図表 11-13 2000年の歳出面における均衡化算定の基準（市） 

基準 ウェイト 
■基本配分 
基本補助 1/435 0,028 
■人口要因 

0-5 歳の人口シェア 0,025 
6-15歳の人口シェア 0,309 
16-66歳の人口シェア 0,130 
67-79歳の人口シェア 0,082 
80-89年の人口シェア 0,123 
90歳以上の人口シェア 0,045 
16-59歳の単身居住者 0,066 
16-59歳の失業者 0,023 
死亡率 0,024 
67歳以上の未婚者 0,024 
移民者 0,004 
16歳以上の精神疾患者 0,066 
16歳以上の精神疾患者 0,003 
■地理的要因 
平均移動時間 0,037 
過疎地域の人口割合 0,011 

計 1,000 
（出所）Ministry of Local Government and Regional Development（2001）“The General Purpose Grant 

Scheme-Local Government Financing in Norway-” Tabel 1 より 

 

 

                                                      
21 一般補助金の総額、基準、ウェイトなどは、国と地方自治体の代表機関である KSとの予算協議を通じ
て、毎年、調整及び確定されている。 



 745

図表 11-14 2000年の歳出面における均衡化算定の基準（県） 
基準 ウェイト 

■人口要因 
0-15歳の人口シェア 0,072 
16-18歳の人口シェア 0,273 
19-34歳の人口シェア 0,084 
35-66歳の人口シェア 0,153 
67-74歳の人口シェア 0,072 
75歳以上の人口シェア 0,096 
死亡率（0-64歳） 0,049 
離婚者・単身者（16-59歳） 0,017 
孤児及びひとり親 0,030 
職業訓練者 0,074 
■地理的要因 
海岸線の割合 0,014 
過疎地域の人口割合 0,009 
面積割合 0,004 
都市部のシェア 0,007 
島民人口の割合 0,004 
県道の維持管理費用 0,028 
県道の大規模補修費用 0,014 

計 1,000 

（出所）Ministry of Local Government and Regional Development（2001）“The General Purpose Grant 
Scheme-Local Government Financing in Norway-” Tabel 2より 

 

■歳入基準による配分 

 歳入面での配分は、各地方自治体におけるの一人当たり税収額（2年前の決算値を使用）

が、全国平均値の 108%を下回っている地方自治体では、この 108%の額との差異のうち、

92%分が補助金として配分される。すなわち、一人当たりの税収が低い地方自治体であっ

ても、平均に近い水準の歳入が手当てされる仕組みになっている。逆に、一人当たりの税

収額が全国平均値の 140%を超えている地方自治体では、超過分のうち 50%が国に徴収さ

れる。そして、一人当たりの税収額が全国平均の 108%以上 140%未満の地方自治体では、

追加配分や超過分の支出は行われない。 

 

■その他政策的基準による配分 

 以下は、上記の「歳出面の基準による配分／歳入面の基準による配分」とは別に設定さ

れている「その他政策的基準による配分」の概要である。 
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図表 11-15 その他政策的基準による配分（2000年） 

区分 考え方 

北部地域への補助 ・ 北部地域にある県・市に対する追加的補助金。北部地域におけ

る公共サービスは、相対的に費用が必要となることに関して政

治的な合意がなされている。補助金は人口に応じて算定され

る。  

僻地への補助 ・ 人口 3,000人以下の小規模・僻地自治体で、一人当たりの税収
が平均の 110%を下回る団体に対して交付される補助金。地理
的な基準により交付額が算定される。 

政策的補助 ・ 経済的な問題を抱える地方自治体に対して政策的な見地によ

り交付される補助金。及び、1997 年の地方自治体改革に伴い
経済的なロスが生じている団体を支援する目的で交付される

補助金。  

企業税の補償（オスロのみ） ・ 1999 年に導入された企業税のロスを補償するたるための補助
金。経済の中心であるオスロ市の機能を維持・安定させること

が目的。 

調整補助（当該年度のみ） ・ 特定補助金を一般補助金化する制度改正に伴い、歳出分野間に
おける配分調整を円滑化するために過渡期的に支出される調

整目的の補助金。 

特定補助金の一般補助金化

の実験 

・ 特定補助金の一部を一般補助金として交付する試行として交

付される補助金。4年間に、20の団体を対象に試行され、対象
団体において効果的な資源配分がなされたのか、という点から

の検証が行われる。 
（出所）Ministry of Local Government and Regional Development（2001）“The General Purpose Grant 

Scheme-Local Government Financing in Norway-” より 

 

財務省、内務省担当者の発言 
・ 一般補助金は、要素単価×要素量×係数によって算出される。 
・ 一般補助金には、２つの側面があり、１点目は地方税収の均衡化であり、低歳入の地方自
治体に対して「部分的に」補償を与えるスキームになっている。２点目は不可抗力的な歳
出費用の「完全な」保証である。 

・ 国は、原則として、地方政府自らが政策優先順位をつけられるよう、財源を保証しなけれ
ばならない。そのため、特定補助金の交付は、実施することが極めて重要な場合のみに限
られる。一方、地方政府は法に定められた要件を満たすよう行動しなければならない。 

 

オスロ市担当者の発言 
・ 国からの一般補助金は、かつてに比べると算定式も簡素化されている。 
・ 係数については、KS*と一緒に議論し、合意した上で国と折衝をして決めている。合意で
きない部分もあるが、市は KSに高い信頼性を置いており、改革案の遂行に必要な経費の
議論をしている。 

・ 補助金には特定補助金、一般補助金の両形態があるが、中央政府が予算案を国会に提出す
る際には、両者ともその中に組み込まれる（10月）。 

・ 原則として、通常の地方自治体業務を遂行するのに必要となる経費は一般補助金、特に国
が実施したいプログラムを遂行するのに必要となる経費は特定補助金が用いられる。国と
しては両形態とも取り得るが、一般補助金の場合、交付後の地方自治体の歳出方法にまで
口を出すことができない。 

・ 例えば、義務教育（10年間）政策を遂行するためには、建設費、職員給与、運営費、維持
管理費などを一般補助金でカバーすることになる。これに対して、「難民・移民の受け入
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れプログラム」「麻薬中毒者の自立支援プログラム」などの特定目的のプログラムについ
ては、特定補助金で実施することになる。 

・ 特定補助金については、中央政府に対する要請やロビー活動は行われる。但し、それが実
際の配分に影響を与えているわけではない。 

・ 特定補助金に対して、地方自治体からの応募が多数ある場合、中央政府は一つの地方自治
体あたりの補助額を減らしてより多くの地方自治体に交付するか、問題の大きさを再認識
して、特定補助金総額を増額して対応する。 

・ オスロ市では、当然のことながら一般財源となる一般補助金を増大させたい。 
・ 過疎の北部ノルウェー地方では、行政サービスを遂行するために、追加的な補助金（一般
補助金）が加算される。 

・ なお、新政権（保守党）下では、市への一般補助金の配分が大きくなっている。 
（注）*地方自治体協会（The Norwegian Association of Local and Regional Authorities: KS） 詳細は 3.2.1 

参照 

 

3.1.4 地方財政に関する統計 

以下、ノルウェー統計局資料より、地方財政に関連するデータを整理する。 

 

図表 11-16 地方自治体の歳入・歳出の現状 

単位：NOK1,000 

 2000 2001 2002 2003* 2004* 
A. Current revenue 201,645 223,976 205,236 195,337 200,543

1. Property income 8,058 9,953 9,580 9,268 7,107
2. Taxes 93,634 107,644 90,881 96,943 101,355
3. Other current transfers 96,628  02,100 100,297 84,911 88,821
4. Operating surplus1 3,325 4,279 4,478 4,215 3,260

  
C. Total revenue (=A) 201,645 223,976 205,236 195,337 200,543
  
D. Current expenditure 198,936 223,289 189,509 200,380 202,507

1. Property expenditure 6,559 9,271 9,546 8,433 7,304
2. Transfers to the private sector 21,492 21,215 20,988 22,564 21,698
3. Other current transfers 2,093 224 1,195 1,150 76
4. Final consumption expenditure 168,792 192,579 157,779 168,233 173,429

  
E. Net saving (A-D) 2,709 687 15,727 -5,043 -1,964
  
F. Capital expenditure 8,213 9,342 8,762 10,761 8,140
  
G. Total expenditure (D+F) 207,149 232,631 198,271 211,141 210,647
  
H. Net lending/borrowing (C-G) -5,504 -8,655 6,965 -15,804 -10,104

（出所）Statistics Norwayより 
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図表 11-17 地方自治体の主要財政指標 

単位：% 

 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 20022 20032

Municipalities     
 
Net operating surplus in per 
cent of gross operating 
revenue 6.2 3.4 3.4 5.4 2.6 1.7 2.5 2.1 0.5 0.5
Gross investment expenditure 
in per cent of gross operating 
revenue 9.6 9.9 13.4 13.1 13.5 12.5 13.5 13.5 15.2 15
Surplus before loan and 
allocations -0.6 2.5 -1.5 -3.5 -4.8 -3 -2.8 -2.8 -5.7 -7.7
Long-term debt in per cent of 
gross operating revenue 53.1 52.4 52.4 50.1 49.3 50.8 55.2 59.1 140.8 149.9
     

County municipalities     
Net operating surplus in per 
cent of gross operating 
revenue 2.3 3.1 1.8 2.5 0.4 -0.7 -0.2 -1.9 0.9 1.1
Gross investment expenditure 
in per cent of gross operating 
revenue 6 6.1 6.2 7 7.4 7 8.9 8.9 8.7 9.1
Surplus before loan and 
allocations 0.8 0.8 0.1 -2.7 -4.2 -2.6 -5.4 -5.4 -6.7 -5.2
Long-term debt in per cent of 
gross operating revenue 32.7 32 30.9 29.8 28.2 29.2 29.7 32.7 105.1 116.3

（出所）Statistics Norwayより 

 

3.2 地方の財政責任 
3.2.1 予算編成における政府間財政関係 

ノルウェーでは、地方自治体の代表機関が国との定期的な協議を通じて予算に関わ

る重要事項の調整が行われている。この協議は、2001 年以降、恒久化されているが、

デンマークのように政府、地方自治体の間で予算に関する包括的な内容の合意書が作

成されるようなものではなく、現状は部分的な内容の合意にとどまっているなど、相

対的には拘束性が低い22。 

 以下、地方自治体の代表機関であるノルウェー地方自治体協会（The Norwegian 

Association of Local and Regional Authorities: KS）の概要、政府と地方自治体の予算協議

のプロセス、及び一般的な予算編成プロセスを整理する。 

                                                      
22 KSへのヒアリングより。 
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■KSの概要 

 KS は、県、市、公営企業等が出資して設立した団体で、全ての地方自治体及び関連す

る公共機関がメンバーになっている。KSの役割は、37万人の地方自治体の職員を代表し

た組合交渉、地方自治体へのアドバイス・コンサルティング、地方自治体の代表として政

府と予算及び政策に関する交渉、などである。創設は、1972 年で、1987 年より正式に組

合組織となり、2000年より政府と予算協議を行う役割が正式に加わった23。 

■KSと中央政府との協議（Consultation）24 

地方自治体の代表である KS と中央政府との間で行われる予算協議プロセスは、地

方分権が進んだ 2000年度に始まり、2001年度から恒久化された25。 

交渉は、年間４回行われ、最終的には、大臣と KS 中央執行委員会との間で政治レ

ベルでの折衝が行われている。 

予算協議の目的は、「地方自治体の（経済・財政）状況について、国と地方自治体間

での相互理解の促進」「地方自治体における裁量性や自由度の向上」「国からの統制の

削減」「経済環境の予測がより安定化」「より正確な情報に基づく行政マネジメントの

実現」である。 

このように、地方自治体の代表と政府との協議により、国と地方が問題を共有でき

るとともに、それらへの対応に関する実務的な準備も迅速に行えるようになる。また、

地方自治体にとっては、税収の見積りがより正確に行えるようになるなど、長期的な

財政赤字に陥らないようにすることが可能となる。 

2005年度の KSと政府との交渉課程スケジュールは次の通りである。 

図表 11-18 2005年度の KSと政府との交渉課程 

・ 2月 25日： 市の一般的な経済状況の説明 
・ 4月 22日： 国からの政策方針、改革方針の説明 
・ 8月 19日： 前年度（2004年度）の決算及び行政の生産性報告（KOSTRA-data）26 

・ 10月 21日： 合同文書（政府予算案の地方自治体への影響） 

（出所）KSへのヒアリングより 

                                                      
23 KS（2005）“Presentation of KS”より。 
24 KS担当者へのヒアリングより。 
25 既述のように、1997年より政府間財政調整制度の見直しが行われ、より簡素かつ（地方自治体にとっ
て）裁量性が高い制度に変更されている。 
26 KOSTRA is a national data registration and information system designed to keep track of resource use within 
county and municipal government. 詳細は以下を参照。 
http://odin.dep.no/krd/english/ministry/org/dep/016051-150004/dok-bn.html 
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KS担当者の発言 
・ 個人的意見ではあるが、年に１回は合同文書を交わすことになっていても、前提となるマ
クロ経済動向（指標）については、国と地方の双方を拘束できる合意はできていないよう
に感じている。特定の分野についての方針等に関する合意はできていても、現状は、全体
的な合意はできていない。デンマークのように、国と地方の双方が署名し、もっと拘束性
のある合意にする必要があると考えている。 

 

■地方自治体における予算策定プロセス27 

国と地方自治体の 2006 年度予算案策定スケジュールを図示すれば以下の取りであ

る。 

図表 11-19 ノルウェーの政府、市の予算編成プロセス 

年 政府 地方自治体 
2004年 12月 
2005年６月頃 
 
 
 
2005年 10月 
2005年 11月 
2005年 12月末 
2006年１月 

・ 2004年度予算終了 
・ 国会「地方財政についてのマ

クロ経済見通し」（財務省作

成）採択 
 
・ 国の 2006 年度予算案国会提
出 

 
・ 国の予算案、国会で採択 
・ 2006年度予算スタート 

・ 2004年度予算終了 
 
・ 2006年度予算案策定 
・ フィルケスマン（県知事）との

調整（上記を数回繰り返す） 
・ 予算案を議会で採択 
・ フィルケスマンからの最終承

認 
 
・ 2006年度予算スタート 

（出所）KSへのヒアリングより 

 

既述のように、地方自治体の代表と政府が予算に関する重要事項を協議する枠組み

が恒久化されている他、市は、予算案についてフィルケスマン（県知事）28と事前に

協議し、また予算案の議会採択後には再度、フィルケスマンの最終承諾が求められる。

後述するように、地方自治法第 60条により国の監視下に置かれている団体については、

このフィルケスマンとの予算協議が義務となっているが、そうではない団体について

は、フィルケスマンとの予算協議は、法的根拠に基づいて行われるものではない29。 

また、地方自治体の予算案が決定するのが 10月であるのに対して、国の予算が最終

                                                      
27 KS担当者へのヒアリングより。 
28 ノルウェーでは、議会から選出される県知事とは別に、国が任命する知事であるフィルケスマン
fylkesmanがいる。国政において貢献した実績がある人等から任命されることが多い。（2.3.2より） 
29 「予算策定には、フィルケスマンの承認を得ることが必要である。フィルケスマンは、市に対して「あ
あしろ、こうしろ」「この支出を優先しろ」などとは口出しすることはできない。市の策定した予算案が

現実的な（Realistic）案であるかどうかをチェックする。」KS担当者へのヒアリングより。 
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的に決定するのは、12月末である。よって、地方自治体にとっては、国からの一般補

助金や特定補助金の見積りに多少の狂いが生じる場合があり、見積額に大きな差異が

ある場合には、暫定予算でスタートすることが一般的になっている。 

 

オスロ市担当者の発言 
・ 12月から 1月にかけて市の前年度予算の評価が行われる。次に市の閣僚によって 2・3月、

6月、8・9月の 3回にわたって、次年度予算案について協議が行われる。そして、9月末
に市の次年度予算案が今後の調整込みで公表され、最終的には 10月に議会で採択される。 

・ 予算編成では、まず地方税と中央政府からの補助金見込みを基に市の歳入を見積り、それ
を前提に様々な分野での歳出額が算定される。 

・ 歳入は中央政府の意思決定や、ノルウェー経済及びオスロ市経済の成長によって決まる。
一方、歳出は人口成長率と政治的意思決定によって決まる。 

・ なお、オスロ市では固定資産税を課していない。固定資産税については、保守党系と労働
党系では考え方が異なる。オスロ市は議会が保守党系なので課税していない。（一般には、
左翼政党が固定資産税を課す傾向にある。）政党の右・左で歳入を不安定化させたくはない。 

 

3.2.2 財政規律 

ノルウェーでは、地方自治法 46条により、地方自治体の予算編成においては毎年の

歳入額をもって歳出額を調整する「予算均衡化」の原則が求められており、財政赤字

に陥った場合、2 年以内にそれを解消しなければならない。また、地方財政を所管す

る内務省の自治局は、地方自治法 60条により地方自治体（主に赤字団体）の財政状況

を監視している。その他、既述のにように市は、予算案及び予算執行状況に関して、

国から任命される県知事であるフィルケスマンに報告及び承認を得ることが求められ

ている。 

以下、これらの概要について、ヒアリング結果を基に整理する。 

 

■予算均衡化 

 ノルウェーの地方自治体の予算編成では、毎年度「予算均衡化」が求められる。 

 

図表 11-20 地方自治法 46条抜粋 

§ 46. 年次予算の内容 
3. 年次予算は現実的なものでなければならない。故に、予算年度の歳入をもって歳出を決定す
るものでなければならない。 

（出所）地方自治法より抜粋 http://www.ub.uio.no/ujur/ulovdata/lov-19920925-107-eng.pdf 
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■地方自治法 60条による国の監視 

上記のように、毎年の予算編成において「予算均衡化」が求められるとともに、財

政赤字（当該年度の歳入をもって歳出をまかなえない）が生じた際には、2 年以内に

赤字を解消することが求められる。地方自治法 60条 1項の基準に該当する赤字が解消

できな地方自治体は、国の監視下に置かれ、県知事（フィルケスマン）の指導の下、

財政再建を進めることになる。この国の監視下に置かれる地方自治体は、内務省のホ

ームページ（ROBEK-register）http://odin.dep.no/krd/english/topics/robek/bn.htmlに登録さ

れ、団体名が公表されている30。2006年 3月末時点において 86の市と 2つの県が登録

されている。 

なお、内務省自治局は、同制度に登録されない地方自治体に対しては、特に監視は

行わない31。 

図表 11-21 地方自治法 60条抜粋 

§ 60. 国による金融債務のレビュー及び承認 
1. 以下の事項に該当する地方自治体は、内務大臣による承認がない限り、予算年度を超えて 4
年以上の債務となる借入及び長期に亘る建物・施設の賃貸契約を行うことは認められない。 

a. 市、県議会が、当該年度の歳入をもって歳出を賄えない年次予算を承認した場合 
b. 市、県議会が、対象年度の歳入をもって歳出を賄えない財政計画を承認した場合 
c. 市、県議会が、発生した赤字を翌年以降に繰り越した場合 
d. 市、県議会が、策定した赤字解消計画を執行しなかった場合 
2. 上記 1項の a～dに該当する場合、内務省及び県知事は議会が議決した予算のレビューを行
う。 

3. 内務省は、市、県に対するレビュー及び承認を行うために事前登録を行わなければならない。
登録内容は広く公表されなければならない。 

（出所）内務省ホームページ http://odin.dep.no/krd/english/topics/robek/bn.html より 

 

■県知事による監視 

 国が任命する知事であるフィルケスマンは、国の政策を実行すること、及び地方自

治体の状況を国に伝えることの双方の役割を果たしている。市の財政規律維持の点で

は、市の予算案を承認する他、県内の地方自治体の財政状況の監視を行っている。ま

た、地方自治法 60条 1項の基準に該当する市が新たに借金をする際には、フィルケス

                                                      
30 市に融資を行っている銀行は、このリストを重視している、とのことである。オスロ市担当者へのイ
ンタビューより。 
31 Ministry of Local Government and Regional Development（2004） "Local Government in Norway",より。 
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マンに相談することが義務付けられている。但し、監視の範囲、内容、判断の基準は、

フィルケスマンによって異なる、とのことである。 

 

■地方債の使途制限 

 地方自治体は、基本的には資本的支出をカバーするためにのみ、地方債を発行する

ことが認められている（地方自治法第 50条）。（詳細後述） 

 

財務省担当者の発言 
・ 借金をするかしないかは、地方自治体の自由であるが、財政赤字は 2年以内に解消されな
ければならない。これは法で定められている。もし、2 年以内に解消できない場合、フィ
ルケスマンの監視下に置かれ、予算案はフィルケスマンの承認を受けなければならなくな
る。 

・ 現在、国の監視下に置かれている市の数は 90近くある。 
・ 国の監視下に置かれた地方自治体では、歳出のカット、維持更新の延長、人員の配置転換
や採用抑制などが行われる。法律で義務づけられている事業分野での歳出削減は難しいの
で、そうでない分野での削減から始められる。例えば、スポーツ、文化、若年クラブ活動
分野などから削減されていく。賃金カットは最後の手段である。一般的には人員解雇はで
きない。 

・ 財政再建下の市の監視は、フィルケスマンが行う。再建下の地方自治体は、新たに借金を
する場合にもフィルケスマンの承認が必要となる。 

・ 市は地方自治体として責任とバランスの取れた予算案を作成しなければならない。そうで
はない場合には、フィルケスマンが予算案に修正を要求することもある。 

・ 地方自治体の赤字の要因は、例えば、景気の低迷、歳入見積もりの甘さなど、まちまちで
ある。 

 

オスロ市担当者の発言 
・ ノルウェーには、赤字の市が 90近くある。借金は市の責任だが、一般的には、資本投資が
後年度の返済やメンテナンス費用の増大を招き、財政赤字の主要要因になっているのでは
ないか。 

・ 財政赤字は 2年以内に解消しなければならないことになっている。赤字の市では、新たな
借金についてはフィルケスマンの承認が要る。 

 
KS担当者の発言 
・ フィルケスマンは、市の財政の管理監督を行う。中央政府が調整・決定し、任命する。特
定の政党色から脱却し、尊敬と信頼を集める人物でなければならないので、決定前に各省
間で折衝を行う。通常は、有能な官僚や大臣などである。 

・ ノルウェーでは、1992年に「地方自治法」を改正し、地方政府に対して大幅な権限移譲が
行われた。しかし、市の中には、法律違反を犯してしまうこともあるため、国の政策方針
を正しく伝え、法に基づいた行政執行を行うために、フィルケスマンを置いている。 

・ 但し、フィルケスマンは、国から地方を方向付け（Steering）すると同時に、市の自律的決
定をサポートする存在である。市間には、地理的、社会経済的な相違が大きいので、国側
があまりにも強く統制すると、市の行政運営は非効率に陥る。ゆえに、法律で縛るのでは
なく、経験を基にバランスの取れた運営を行うのが良い。フィルケスマンはその役割を担
う。 

・ 予算策定には、フィルケスマンの承認を得ることが必要である。フィルケスマンは、市に
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対して「ああしろ、こうしろ」「この支出を優先しろ」などとは口出しすることはできな
い。市の策定した予算案が現実的な（Realistic）案であるかどうかをチェックする。 

・ KS から見ると、フィルケスマンは好かない存在である。しかし、国と地方の間で財政移
転があるという予算メカニズム上、その必要性は感じる。 

 

3.2.3 地方債の発行 

地方債の発行は、資本投資をカバーするためにのみ認められている（地方自治法第

50条）。経常費用を賄うための借金は認められていない32。 

また、借入先に関する義務規定はないが、ノルウェーには、ノルウェー地方自治体

銀行（1927年創立）を前身とするノルウェー地方金融公社があり、同公社では、ノル

ウェーの地方自治体向け貸付の 38%を取り扱っている33。 

なお、地方自治体は、地方自治法第 44条の規定により、毎年、予算とは別に 3か年

の財政計画（Financial Plan）を策定し、議会の承認を得ることが義務付けられており、

同計画において地方債の発行額を記載することが求められている。 

 

図表 11-22 地方自治法 50条抜粋 

§ 50. 借入 
1.地方自治体は、サービス提供に必要な建物、施設の整備・建設のための費用を調達するた
めであれば借入を行うことが認められている。 

2.地方自治体は、債務の借換えを目的に借入を行うことができる。 

（出所）地方自治法より抜粋 http://www.ub.uio.no/ujur/ulovdata/lov-19920925-107-eng.pdf 

 

財務省担当者の発言 

・ ノルウェーでは、資本投資をカバーするためにのみ、地方自治体が借金をすることが認め
られている（地方自治法第 50条）。 

 

KS担当者の発言 

・ 地方自治体は、資本投資に限って借金をすることができる。但し、この先何年も返済のた
めの支払いが続くことになるので、予算策定時にフィルケスマンの承認を取る必要があ
る。 

 
オスロ市担当者の発言 

・ 借金をすることについては、フィルケスマンの承認が必要となる。一般に、借金の割合は
フィルケスマンが鍵となる数値を握っている。市の全歳入の 75％を超える借金総額がある
と、フィルケスマンから警告が与えられる。但し、これは法律で定められている数値では

                                                      
32 地方自治体の予算は、地方自治法第 46条 2項の規定により、経常勘定と資本勘定により構成されてお
り、地方債を財源とする事業は経常予算とは別に管理されている。 
33 ノルウェー地方金融公社のホームページより。 
http://www.kommunalbanken.no/dt_frontjp.asp?g1923=x&gid=1925&tgid=1923&pgid=1925 
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なく、フィルケスマンの判断によるものである。よって、経済条件の異なる市毎で幅があ
る。 

・ ノルウェーには、赤字の市が 90近くある。借金自身は市の責任だが、一般的には、資本投
資が後年度の返済やメンテナンス費用の増大を招き、財政赤字の主要要因になっている。 

 

3.2.4 国による財政再建制度 

地方自治法第 55条 2項には、「地方自治体は、破産法の対象にならない」と規定さ

れている他、地方自治体の破産に関する個別法は整備されていない。 

 

オスロ市担当者の発言 
・ 市は、法律上、倒産・破産はない、できない。赤字に陥った場合は、フィルケスマンが、
歳出削減を中心に管理監督（Under Administration）を行う。 

・ かつて、フィンマルクという市で産業開発を推進した時に、過大な借金をしてしまい、政
府が債務保証を行ったことがある。その結果、国から補助金を投入せざるを得ず、市の財
政的自律性を保てなかった。以後、これを教訓に、政府保証を行ってはいけないことにな
った。 

 

なお、既述のように、ノルウェーでは、財政赤字（当該年度の歳入をもって歳出を

まかなえない）が生じた際、2 年以内に赤字を解消することが求められる。赤字が解

消できなかった場合は、国の監視下に置かれ、県知事の指導の下、財政再建を進める

ことになる。（以下、再掲） 

 

財務省担当者の発言 
・ 借金をするかしないかは、地方自治体の自由であるが、財政赤字は 2年以内に解消されな
ければならない。これは政令で定められている。もし、2 年以内に解消できない場合、フ
ィルケスマンの監視下に置かれ、予算案はフィルケスマンの承認を受けなければならなく
なる。（Local Government Act, Section60 http://odin.dep.no/krd/english/topics/robek/bn.html） 

・ 現在、国の監視下に置かれている市の数は 80余りある。 
・ 国の監視下に置かれた地方自治体では、歳出のカット、維持更新の延長、人員の配置転換
や採用抑制などが行われる。法律で義務づけられている事業分野での歳出削減は難しいの
で、そうでない分野での削減から始められる。例えば、スポーツ、文化、若年クラブ活動
分野などから削減されていく。賃金カットは最後の手段となるし、人員解雇はできない。 

・ 財政再建下の市の監視は、フィルケスマンが行う。再建下の地方自治体は、新たに借金を
する場合にもフィルケスマンの承認が必要となる。 
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4.主要歳出分野における国と地方(県･市)の役割分担の現状 
 本節では、ノルウェーの主要歳出分野における国と地方（県・市）の役割分担の内

容を整理する。 

分析対象分野 

■社会保険、医療 
・ 4.1.1国民保険、4.1.2医療 
■公的補助、社会福祉 
・ 4.2.1生活保護、4.2.2児童手当、家庭保育手当、4.2.3児童福祉（保育所）、4.2.4高
齢者・障害者福祉 

■義務教育 
・ 4.3初等、中等教育 

 

分析の視点 

■根拠法令： 実施根拠となっている法令の名称（英語名称） 
■実施主体： サービスの実施主体 
■内  容： サービスの内容、特徴 
■財  源： サービスの財源負担の内容、割合（確認できるものは数値にて表示） 

 

4.1 社会保険・医療 
4.1.1 国民保険 

（根拠法令） 

 ノルウェーの国民保険は、国民保険法（National Insurance Act）を実施根拠としてい

る。 

（実施主体） 

国民保険の設置・運営の主体は国（保健福祉省Ministry of Health and Care Services）

である34。保健福祉省傘下の国民保険局（National Insurance Administration）が同制度を

実施している35。但し、失業給付に関連するプログラムは、労働・社会包含省（Ministry 

of Labour and Social Inclusion）の地域事務所である労働事務所（Local Employment 

Office）が担当している。また、保険料の徴収業務は、各市に設置されている税務署
                                                      
34 国民保険基金（National Insurance Scheme Fund）は、2006年 1月に政府石油基金（Government Petroleum 
Fund）と統合され、現在は、政府年金基金（Government Pension Fund）に名称変更された。 
35 年金、医療保険、労働災害、失業保険をカバーする国民保険は、国の国民保険局（National lnsurance 
Administration）が所管しており、各県、市ごとに（いくつか）置かれている地域事務所（国民保険事務
所）が運営している。国民保険の申請等に係る手続は、各地域事務所傘下に数か所設置されている国民

保険事務所を通じて行われている。厚生労働省（2005）「2003～2004年 海外情勢白書」より。 
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を通じて行われている。 

（内容） 

ノルウェー国民及びノルウェー国内に居住し、労働する者は全て（所得のない失業

者、学生等は免除）、国民保険制度に加入する義務がある（強制保険）36。この国民保

険制度は、年金（老齢年金、遺族年金、障害年金）、労災、事故や疾病、妊娠、出産、

ひとり親家庭、葬儀などに関わる給付を目的とした政府管掌の保険制度で、児童手当、

家庭保育手当についての制度とともに、ノルウェーにおける重要な社会保障制度に位

置付けられている37。また、一定の個人負担を除く医療費も、この国民保険基金が原

資になっている。 

1999年末時点で、90万人の老齢年金受給者を含む約 110万人が、主たる収入源とし

て国民保険の給付金を受けている。2005年の同保険制度の総支出額は、NOK2,397億

（うち政府支出は、NOK791.52億）で、GDPの 12.9%、また一般会計と国民保険会計

を合わせた総額の約 38.3%を占めている。 

以下、国民保険の内容を整理する38。 

 

図表 11-23 国民保険の対象（内容） 

○給付内容  
・ 老齢年金（67 歳以上） 
・ 遺族給付 
・ 障害給付 
・ リハビリテーション手当 
・ 労災手当 
・ ひとり親給付 
・ 疾病・介護の現金日額 
・ 妊産婦の日額現金給付 
・ 失業給付 
・ 医療給付 
・ 葬儀給付 
○基礎額 
・基礎額39（Basic Amount, 1B.a） NOK60,699 （2006） 
（出所）National lnsurance Administration（2006）“The Norwegian Social Insurance Scheme 2006”より 

                                                      
36 以下、Ministry of Health and Care Services “Norwegian Social Insurance Scheme in 2006”より。 
http://odin.dep.no/aid/english/doc/handbooks/044051-120006/dok-nn.html 
37 在日ノルウェー大使館 http://www.norway.or.jp/facts/living/insurance/insurance.htmより。 
38 以下、斉藤弥生（2004）「社会福祉」『ノルウェーの経済』、仲村・一番ヶ瀬（1999）「世界の社会福祉 
デンマーク、ノルウェー」、National lnsurance Administration（2005）“The Norwegian Social Insurance Scheme 
2006”より。 
39 この基礎額は毎年、国会で決定される。 
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◆ 老齢年金（67 歳以上） 

・ 老齢年金は、「基礎年金」、所得比例の「付加年金」及び「特別付加年金」により

構成されている。 

・ 「基礎年金」は、労働経験や過去の所得に関係なく定額が給付され、現役時代の

所得や保険料と連動せず、16歳～66歳の間に最低 3年間の保険加入があれば給付

を受けられる。満額である基礎額（年間 NOK60,699）を受けるには、40年の加入

が必要となる。また、受給者が 67 歳以上 70 歳未満で、就労している場合には、

所得額に応じて給付額が減額される。配偶者が年金受給者である場合や、配偶者

の所得（年収）が NOK121,398（2B.a）を超えている場合には、基礎額のうち 15%

が減額される。 

・ 「付加年金」は、所得と勤労年数によって給付額が調整される所得保障である。

40年加入した場合の年間給付額の上限は NOK227,530である。 

・ 「特別付加年金」は、上記の付加年金が少額の場合に給付されるもので、満額（年

間 NOK48,156, 0.7933B.a）を受けるには、40年の加入が必要となる。また、特別

付加年金は、基礎年金と同様に配偶者の所得等によって調整（減額）される。 

 

図表 11-24 老齢年金給付額 

基 礎 額：  年間 NOK 60,699（1B.a） 
配偶者加算：  基礎額の 50％（0.5 B.a） 
児童扶養加算：  基礎額の 40％（0.4 B.a） 

（出所）National lnsurance Administration（2006）“The Norwegian Social Insurance Scheme 2006”より 

 

◆ 障害給付 

・ 障害給付は、所得獲得能力の低下（就労能力が 50%以上低下）に対して給付され

るもので、「基礎年金」「付加年金」「一時給付」及び「障害年金」により構成され

ている。 

・ 「基礎給付」は、6段階で構成されており、給付額は毎年、国会を通じて決定され

る。2006年の基礎給付は、NOK6,774（最低額）、NOK10,308、NOK13,560、NOK19,956、

NOK27,060、NOK33,804（最高額）である。（いずれも年間給付額） 

・ 「付加年金」は、特別の介護、看護が必要な場合に給付されるもので、4段階で構

成されている。2006年の基礎給付は、NOK12,108（最低額）、NOK24,216、NOK48,432、
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NOK72,648（最高額）である。（いずれも年間給付額） 

・ 「一時給付」は、18歳から 67歳の者が病気や怪我などによって就労能力が一時的

に低下しているが、その後に回復することが見込まれる場合に給付される。給付

期間は 1～4年間で、給付開始と終了の時点で所得獲得能力の視点からアセスメン

トが行われる。最低給付額は、年間 NOK91,049（1.8B.a）で、扶養する児童に応じ

て加算額が給付される。 

・ 「障害年金」は、老齢年金と同様に、「（障害）基礎年金」「（障害）付加年金」「（障

害）特別付加年金」により構成されている。 

 

◆ 疾病給付： 疾病・看護の日額現金給付 

・ 疾病給付は、「本人の病気や怪我」「子どもの看護」「近親者の介護」の際に休暇を

取得した場合の所得補償として給付される。 

・ 「本人の病気、怪我」の場合、医師の診断により、日額の給付金が給付される。

給付要件は、給付前 4 週間において継続して仕事をしており、年収が NOK30,350

（0.5B.a）を超えていることが求められる。給付期間は最大で 52 週間である。当

初の 16日間は雇用主が負担し、以降は国民保険を通じて給付を受け、給与の 100%

が補償される。自営業者は、17日を越えて 246日までの期間において日額の給付

金が給付される。 

・ 「子どもの看護」による給付は、12 歳未満の子どもが病気になり、看護を行うた

めに休暇を取得した場合、最大 10日間、日額の給付金として給付される。子ども

が 2 人の場合には最大 15 日間、ひとり親の場合には最大 20 日間、ひとり親で 2

人以上の場合には最大 30日間給付される。子どもが障害を持つ場合には、障害児

一人につき 10日間が加算される。この給付は全て、国民保険が負担している。 

・ 「近親者の介護」による給付は、終末期の近親者を自宅で介護している場合に介

護休暇を取得した際に、20 日間の所得補償が受けられる。この給付は、国民保険

が負担している。 

・ これらの給付は課税対象である。 

 

◆ 疾病給付： 妊産婦の日額現金給付 

・ 妊娠、出産の期間における休暇において給付される日額現金給付は、出産前 12週
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間前以降、43週間の期間において給付される。給付要件は、過去 10ヶ月以内にお

いて 6 ヶ月以上、仕事に就いていることである。また、母親は、産前 3 週間と産

後の 6週間については、出産・育児休暇の取得が義務付けられている。 

・ 上記疾病・看護の日額現金給付と同様に、給与の 100%が保障される。給与の 80%

保障の場合には、53 週間において給付される。また、出産後に職場復帰した場合

には、一週間の労働時間に応じて、現金給付は減額される。 

・ 国民保険加入者で上記の要件を満たしていない場合、妊産婦補助として

NOK33,584が給付される。 

・ なお、出産後の対象期間に給付される給付のみ課税対象である。 

 

図表 11-25 労働時間と給付割合 

週当たり労働時間の割合（%） 給付割合 
90% 
80% 
75% 
60% 
50% 

10% 
20% 
25% 
40% 
50% 

（出所）National lnsurance Administration（2006）“The Norwegian Social Insurance Scheme 2006”より 

 

◆ 医療給付 

・ 国民保険加入者は、一般診療（診察一回につき NOK125）、専門医の診療・心理カ

ウンセリング（診察一回につき NOK265）、薬剤処方（36%, 最高 NOK500）、及び

病院搬送における一部自己負担を除く以外の医療費は無料になっている40。 

・ 患者の自己負担の上限（シーリング）は、年間 NOK1,615（2006 年）となってい

る。この金額を超えるとカードが交付され、以降の診療は無料になる。なお、2006

年には理学療法及びリハビリテーション施設における歯科治療の一部自己負担金

を加えた自己負担の新たな上限額（年間 NOK2,500）が設定されている。 

 

◆ リハビリテーション手当 

・ リハビリテーション手当は、「リハビリテーション手当」及び「職業訓練給付」に

より構成されている。 

                                                      
40 18歳未満の児童、年金受給者、障害年金受給者、妊婦については、自己負担が免除されている。 
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・ 「リハビリテーション手当」は、永続的に所得獲得能力が低下（就労能力が 20%

以上低下）している場合や、疾病給付の期間が終了しても仕事に復帰できない場

合、また、就労能力が低下して職業選択の際に制限を受けるような場合であって、

継続的な治療を通じて所得獲得能力の回復が見込まれる場合に 52週を限度に給付

される。ノルウェー在住で 3年間国民保険に加入していることが給付要件である。

給付額は、所得獲得能力が低下する前の所得額に応じて調整され、NOK364,194

（6B.a）から NOK109,258（1.8B.a）で決定される。また、18歳未満の児童を扶養

している場合には、日額 NOK27（週 5日間で計算）が加算される。その他、機能

回復に必要な機器の購入費については必要に応じて補助される。 

・ 「職業訓練給付」は、永続的に所得獲得能力が低下（就労能力が 20%以上低下）

している者が、就職に向けて職業訓練に参加している場合の生活保障として給付

される。ノルウェー在住で 3年間国民保険に加入していることが給付要件である。

給付額は、所得獲得能力が低下する前の所得額に応じて調整され、「リハビリテー

ション手当」と同一水準、基準により決定される。児童を扶養している場合、機

能回復に必要な機器の購入費についての扱いも同様である。 

 

◆ ひとり親給付 

・ 結婚していない、離婚した、死別したあるいは別居等の理由で、一人で子育てを

している親に対する給付である。そのひとり親が 3 年以上保険に加入しており、

ノルウェー国内に居住していること、及び最近 18ヶ月のうち、12ヶ月以上、ひと

り親の状態であったことが給付要件となる。給付額の上限は NOK112,293（1.85B.a）

であるが、所得に応じて減額される。 

・ その他、ひとり親給付には、教育給付、保育給付、就業するために必要な費用に

対する加算給付がある。 

 

◆ 失業給付 

・ 失業、在るいは労働時間短縮（50%マイナス）により収入を失った場合の所得補償

である。この給付を受けるためには、職業安定所に登録し、仕事探しをしなけれ

ばならない。また、健康上の問題や障害などで就業できない場合にも適用される。 

・ 給付額は、所得獲得能力が低下する前の所得額に応じて調整され、最高給付額は、
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NOK364,194（6B.a）を基準に、日額割合 0.24%を乗じて、週 5 日間を基準に給付

額が決定される。給付期間は、最大 104週間である。 

 

◆ 遺族給付 

・ 遺族給付は、「配偶者給付」と「遺児給付」により構成されている。 

・ 「配偶者給付」は、67 歳未満で配偶者を亡くした者が受ける給付で、配偶者が亡

くなる前に少なくとも 3年間、国民保険に加入している場合に給付が受けられる。

給付内容の総額は、所得に応じて調整され、基礎給付（年間 NOK60,699, 1B.a）、

付加年金（年間 NOK33,384, 0.55.B.a）の他に、児童養育のための教育給付や保育

給付、また遺族となった配偶者が出産予定の場合には、出産給付が加算給付され

る。なお、保険未加入者の場合、一時的給付として、保険加入者と同様の保障が

受けられるようになっている。 

・ 「遺児給付」は、18 歳未満の児童の親が死亡した場合に遺児に対して給付される

もので、給付要件は、親が死亡する直前の 3 年間に国民保険に加入していること

が求められる。一方の親が死亡しだ場合には、一人目の子どもに年間 NOK24,280

（0.4B.a）が給付され、二人目以降は、一人につき年間 NOK15,175（0.25B.a）が

加算される。両親が共に死亡した場合、上記「配偶者給付」と同様の基準により

給付金が支給される。 

 

◆ 労災手当 

・ 労災保険の対象は、被雇用者、軍人、児童・生徒である。 

・ 労災にあった場合、医療給付、障害年金の給付に際して特別のルールが適用され

る。また、治療の内容や怪我の状況に応じて、生活費の補償として NOK45,524

（0.75B.a）が給付される。 

 

◆ 葬儀給付 

・ 所得に応じて最高 NOK16,582が給付される。 
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図表 11-26 国民保険による給付内容実績（2002年） 

単位：NOK1,000 

内容 金額 

老齢年金 72,685（37.9%） 

障害給付 28,593（20.1%） 

疾病給付 34,644（18.1%） 

医療給付 19,980（10.4%） 

リハビリテーション給付 10,862（10.4%） 

ひとり親給付 4,569（2.4%） 

失業給付 3,022（2.0%） 

遺族給付 2,246（2.2%） 

その他の給付 319（0.2%） 

管理費 4,913（24.4%） 

計 191,752（100.0%） 

（出典）斉藤弥生（2004）「社会福祉」『ノルウェーの経済』より 

 

（財源） 

国民保険制度の財源は、被雇用者、自営業者が負担する保険料、雇用主の負担金及

び政府支出（税）を財源にしている。被雇用者は所得に応じて保険料負担が求められ

ており、（各種手当、給付額等を含む）総収入の 7.8％、自営業者は 10.7％（国民保険

基礎額の 12倍《＝12B.a.》未満の所得の場合）又は 7.8％（12B.a.以上の所得の場合）、

雇用主は支払った給与額に基づき、地域別に設定されている負担率（0～14.1％）に応

じてを負担金を支出し、残る部分を政府が税により負担している41。なお、年収が

NOK29,600を下回る家事労働者、学生、低所得者、失業者には、保険料の支払いが免

除される。また、個人が負担する保険料は、収入の 25%を超えないように設定される

ことになっている。 

2002 年度の国民保険では、雇用主の負担（38.7%）の割合が最も高く、続いて政府

支出（31.5%）、被雇用者・自営業者の保険料収入（28.1%）の順になっている42。 

なお、図表 11-28の給付内容については、税（国税）を通じて財源が手当てされている。 

                                                      
41 厚生労働省（2005）「2003～2004年 海外情勢白書」より。 
42 斉藤弥生（2004）「社会福祉」『ノルウェーの経済』より。 
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図表 11-27 国民保険における国と地方の財源分担 
主体 

制度 国 県 市 その他 

国民保険 31.5％   38.7%（雇用主） 

28.1%（被雇用者）
（出所）斉藤弥生（2004）「社会福祉」『ノルウェーの経済』より 

 

図表 11-28 国民保険のうち国税を通じて財源が手当てされている給付 

・ 国民保険加入者に対する妊産婦補助 
・ 機能回復に必要な機器の購入費の補助 
・ 障害給付のうち、うまれつき障害を持つ子どもの「基礎年金」「付加年金」「障害

年金」 
・ 遺族給付のうち、児童養育のための教育給付、保育給付及び保険未加入者の一時

給付 
・ ひとり親給付のうち、児童養育のための教育給付、保育給付 

・ 葬儀給付 
（出所）National lnsurance Administration（2006）“The Norwegian Social Insurance Scheme 2006”より 

 

図表 11-29 国民保険のバランスシート 

単位：NOK1,000 

 2000 2001 2002 2003 2004 2005 

Assets   
1. Deposits 588 144 144 922 988 1,245

1.1. Central Bank of Norway 0 0 0 0 0 0
1.2. Commercial banks 588 144 144 522 392 745
1.3. Savings banks 0 0 0 400 596 500

2. Commercial papers 6,939 3,42 3,742 1,360 3,919 4,536
3. Bonds 27,536 25 ,87 25,187 26,068 26,585 34,266
4. Shares and other equity 15,219 22,265 22,265 24,291 40,840 50,574
5. Loans 69,833 80,578 80,578 86,756 99,007 96,625
6. Other financial assets 8,248 4,220 4,220 18,938 4,142 4,102
7. Non-financial assets 4 - - - - -

Total assets 128 367 136,136 136,136 158,335 175,481 191,348
  
Liabilities and equity  

Total liabilities and equity 128,367 136,136 136,136 158,335 175,481 191,348

（出所）Norway Statisticsより 
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4.1.2 医療 

（根拠法令） 

ノルウェーの医療サービス（病院）は、病院法（Hospital Act）を根拠根拠としてい

る。また、市が所管する公衆衛生活動は、市保健サービス法43（Municipal Health Services 

Act）、社会サービス法44（Social Services Act）を実施根拠としている。 

（実施主体） 

ノルウェーの医療は、一次医療（Primary Sector）と二次医療（Hospital Sector）で明

確に役割分担がなされており、一次医療は主に市が、二次医療は国が所管している。 

ノルウェーの医療サービス（病院）は、以前は、県が所管していたが、病院法（Hospital 

Act）が 2002年に改正され、現在は、国（保健福祉省Ministry of Health and Care Services）

が病院経営を管轄している。この改革により、県が所管していた 85の病院、350の医

療関連機関が国に移管されるとともに、サービス提供の重複を排除するため、5 つの

医療地区の単位で新たに公社（Regional Health Enterprise）が設立されている。病院に

係る所管を国に移管した県は主に、ドラッグ、アルコール患者診療、歯科医療を所管

している。 

 

図表 11-30 医療サービスにおける主な役割分担の内容 

国（保健福祉省、公衆衛生研究
所、国家衛生委員会） 

県 市 

・ 枠組み設定（法制度整備） 
・ 予算、計画 
・ 監査、監督（国家衛生委員
会） 

・ 一次医療（かかりつけ医へ
の医療費支出） 

・ 二次医療（病院経営） 
・ 特殊医療（放射線診療、研
究等） 

・ ドラッグ、アルコール患者
診療 

・ 歯科診療 

・ 一次医療（かかりつけ医登
録） 

・ 公衆衛生活動 
・ 在宅ケア、福祉サービス 

（出所）Ministry of Health and Care Services資料、ヒアリングより 

 

（内容） 

 ノルウェーの医療サービスは、皆保険制度（国民保険）の下で実施されている点、

また、病院の大半が公立病院であるという点が特徴である45。 

                                                      
43 以下より入手できる。http://www.ub.uio.no/ujur/ulovdata/lov-19821119-066-eng.pdf 
44 以下より入手できる。http://www.ub.uio.no/ujur/ulovdata/lov-19911213-081-eng.pdf 
45 WHO（2000）“Health care systems in transition Norway”より。 
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以下、医療サービス（かかりつけ医、病院）、歯科医療及び市が所管する公衆衛生活

動の内容を整理する。 

 

○ 医療サービス（一次医療：かかりつけ医） 

一次医療では、主にかかりつけ医（GP: General Practitioners）を通じて、初期治療や

健康問題に関する診察、相談などのサービスを提供している。かかりつけ医は46、個

人医及び市営若しくは複数医師の共同経営による医療センターによって構成されてい

る47。一人のかかりつけ医が持つ患者数は、フルタイム労働者で約 1,500名である。 

ノルウェーのかかりつけ医制度は、2001年 1月に導入され、国民保険加入者は、国

民保険制度に登録する医師リストの中から自らのかかりつけ医を自由に選択すること

が認められている48。市は、かかりつけ医と契約を締結し、このリストを住民に提示

するなど、医療サービスが提供される体制・環境を整備する責任がある。なお、かか

りつけ医の変更は、年間 2回まで無料で認められており、この登録・変更は、国民保

険事務所が行なっている。また、専門医、病院における治療は、かかりつけ医の紹介

を通じて受診する際には、保険が適用されるが、そうでない場合には全額自己負担が

求められる。 

かかりつけ医の報酬は、個人医の場合、登録患者一人当たりの報酬（一人当たり年

間 NOK300）及び診療に基づく報酬により構成されている。人口 5,000 名以下の過疎

地の市の場合には、経営できるよう、上記とは別に市から運営費補助金が支出されて

いる。市営の医療センターに勤務する医師の報酬は、給与制になっている。 

 

○ 医療サービス（二次医療：病院） 

二次医療では、主に病院を通じて、高度・専門医療に関するサービスを提供する役

割を果たしている。既述のように、ノルウェーの医療サービスは、2002年以降、県が

所管していた 85の病院、350の医療関連機関が国に移管されるとともに、5つの医療

地区の単位で合計 25の地区保健公社（Regional Health Enterprise）が新たに設立され、

病院サービスが提供されている。 

                                                      
46 Regulation relating to a Municipal Regular GP Scheme より。
http://odin.dep.no/hod/engelsk/regelverk/p20042245/030061-200005/dok-bn.html 
47 一次医療に従事する医師の 90％は民間医が担当し、10％が市の公務員医である。（ヒアリングより） 
48 かかりつけ医の登録を行わない場合、保険外診療となり、高額な自己負担が求められる。 
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病院経営の所管が県から国に見直されたが、国民保険のサービス枠組みは維持され

ており、従来と同様に、かかりつけ医の紹介を通じて患者は自由に病院を選択できる

仕組みになっている。 

（財源） 

病院部門の財源は、県が病院を所管していた時と同様に、税を財源とする一括補助

金及び診療内容に応じて支出する国基準診療費を通じて行われている49。2003 年にお

ける公的病院の経営の財源構成は、60%が一括補助金（Matching Grant）で、残る部分

は国基準による活動（診療）基準による予算配分（Activity Based Funding）で、これ

は地区保健公社を通じて支出される。一方、外来専門病院の財源構成も公立病院と同

じであるが、地区保健公社ではなく、国から直接、支出される。また、特殊医療であ

る放射線治療や研究部門、教育部門は主に一括補助金及び国民保険を通じて財源が手

当てされている。その他、病院建設や大規模修繕などの費用も一括補助金を通じて賄

われることになっている。また、民間病院については、地区保険公社と契約すること

で、国民保険の診療の対象になる仕組みになっている。 

医療サービス（かかりつけ医・病院）では、国民保険加入者の場合、一般診療（診

察一回につき NOK125）、専門医の診療・心理カウンセリング（診察一回につき

NOK265）、薬剤処方（36%, 最高 NOK500）、及び病院搬送における一部自己負担を除

く医療費は無料になっている。また、患者の自己負担の上限（シーリング）は、年間

NOK1,615で（2006年）となっている50。 

 

図表 11-31 医療（病院）における国と地方の財源分担 

主体 
制度 

国 県 市 その他 

医療 病院への一括補助

金、国基準診療費

  患者自己負担 

国民保険 
（出所）Ministry of Health and Care Services資料より 

図表 11-32 医療（かかりつけ医）における国と地方の財源分担 

主体 
制度 

国 県 市 その他 

医療 国基準診療費  （医療費を除く）医

療センター運営費 

患者自己負担 

国民保険 
（出所）Ministry of Health and Care Services資料より 

                                                      
49 Terje P. Hagen and Oddvar M. Kaarbøe （2004）“The Norwegian Hospital Reform of 2002”より。 
50 4.1.1国民保険 を参照。 
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図表 11-33 ノルウェーの病院部門における医療関係費の配分フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
（出典）Terje P. Hagen and Oddvar M. Kaarbøe （2004）“The Norwegian Hospital Reform of 2002: Central 

government takes over ownership of public hospitals”を加筆 

 

○ 歯科医療 

 18歳以下の歯科医療は、無料で市が負担している。また、20歳までは一部自己負担

が求められるが、低額の負担で歯科医療が受診できる。大人は、歯槽膿漏などを除い

て、一般的に全て自己負担による診療となるが、高齢者・障害者向けの施設に入所し

ている大人は、自己負担が免除される。 

 

○ 公衆衛生活動 

 公衆衛生活動は、市が責任を持っており、市は、住民に対して、初期診療の体制整

備（かかりつけ医の登録）の他、疾病予防、保健衛生活動、リハビリテーション、在

国 

国民保険 

 

地区 

保健公社 

民間病院 
Private hospitals 

民間専門病院 
Private specialists 

外来専門病院 
Outpatient clinics 

研究所・放射線診療 
Lab. and radioth. 

公立病院 
Public hospitals  

一括補助金・国基準診療費 

 

 

一括補助金・国基準診療費 

利用料金 

一括補助金 

一括補助金・国基準診療費 

一括補助金・国基準診療費 
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宅ケア等のサービスを提供することが義務付けられている。この目的を果たすため、

市は、市保健サービス法に基づいて、地域のニーズを踏まえて、保健・医療計画を策

定することが求められている。 

 これら公衆衛生活動に係るサービスの財源は、主として税であり、各市の自主財源（所

得税・固定資産税）及び国からの一般補助金がこれに相当する。これらを財源にして、サ

ービス提供に係る物件費、職員の給与、施設維持管理・修繕・建設など、全ての支出が賄

われている。また、特定補助金も財源の一つであるが、これは特定目的（医療従事者の質

の向上等）のために支出されるもので、経費全体の一部を占めているにすぎない。 

 

図表 11-34 公衆衛生活動における国と地方の財源分担 

主体 
制度 国 県 市 その他 

公衆衛生活動   100％  

（出所）ヒアリングより 

 

以上を踏まえて整理したノルウェーの医療関係費の配分フロー・イメージは、次頁

のとおりである。 
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図表 11-35 ノルウェーの医療関係費の配分フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出所）WHO（2000）“Health care systems in transition Norway” を一部加筆修正 

一括補助金・国基準診療費 

保険料 
-雇用主 
-被雇用者 

民間病院・クリニック 

かかりつけ医 

薬剤師 

公的歯科診療 

民間歯科医 

任意健康保険 

公立病院 

専門医 

公衆衛生活動 

国民・企業 

 

 

      患者 

国庫 

国民保険システム 

県 

市 

税 

税 

税 

保険料 

一般補助金

特別補助金

保健公社 
一括補助金・国基準診療費配分

税 

契約に基づ

く支払い 

所得補償 
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保健福祉省担当者の発言 

○ 国・県・市の役割分担 
・ 保健・福祉分野において、市が担当するのは公衆衛生、高齢者ケア、介護、児童福祉、県
が担当するのは公的歯科診療、国が担当するのは病院、専門医療である。かつて病院は県
の担当であったが、2002年度から国に移管された。 

・ 国は、5 つのエリアにおいて地区保健公社を設立するとともに、様々な法律で明文化され
ている業務が地方レベルできちんと遂行されているかどうかを監視している。 

・ 県では、子どもや 18歳までの若者、また知的障害者、慢性入所者などの公的歯科医療を担
当している。但し、国の国民健康保険は、深刻な場合は歯の治療には、全国民が適用でき
る。 

・ 市の所管である公衆衛生サービスや福祉サービスは、それぞれ「市保健サービス法」「社会
福祉サービス法」の中で、市が果たさなければならない義務、地域住民に認められている
権利が規定されている。民間医療の位置付けも定められている。 

・ 市は、法律の枠内であれば、自由に活動を決定できる権限を持っている。その代わり、実
施や達成についても責任を負っている。 

・ 市は、知的障害者、精神障害者自身が家に住めるよう、社会関与できるよう、ソーシャル
ネットワークを作れるよう、支援する責任も有している。 

 
○ 国による監督・監視 
・ 19の県に、国の監視機関として National Health Supervisory Boardという省管轄下の独立機
関が置かれており、主に健康衛生的な専門的見地から、適切なサービスが供給されている
かどうか、個々の従業員が違反行為をしていないかどうかを監視している。場合によって
は、医療従事者の資格を剥奪することもある。 

・ なお、市の予算の使途については、会計検査院や省で調べることになる。また、フィルケ
スマンを通じて市の経営、予算のチェックも行う。 

 
○ 財源保障 
・ 一般補助金として国から市に対して、知的障害者には、一人あたり年間 NOK50,000が交付
される。 

・ 特定補助金の目的は、中央政府による政策誘導である。弱い地方の財政底上げは一般補助
金で行う。特定補助金の規模はわずかであるが、「①市における介護スタッフのリクルート
と教育」という 4年プログラム、「②精神障害者の精神健康衛生向上のためのプログラム」
という 10年プログラムなどがある。 

・ ノルウェーでも、特定補助金の交付に関して、地方自治体から国への陳情はある。また、
政治家を通じたロビー活動もある。但し、だからと言って必ず交付されるわけではない。 

・ 特定補助金の申請は、特に財政的に困窮している地方自治体だけでなく、同じ問題を抱え
ている大都市にある地方自治体からの申請も多い。 

・ スウェーデンに比べると、補助金の配分を決める基準は細かいかもしれない。 
 
○ かかりつけ医の経営 
・ 第一次医療の 90％は民間医が担当し、10％が市の公務員医である。 
・ 例えば、民間医院の場合の財源には 3つの要素があり、それぞれ、①患者の自己負担、②
国民健康保証からの払い戻し、③市からの運営費として一般補助金、である。うち、①と
②で 70％を占め、③が 30％程度である。 
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4.2 公的扶助，社会福祉 
4.2.1 公的扶助 

（根拠法令） 

ノルウェーの生活保護（生活保護）は、社会サービス法51（Social Services Act）を実

施根拠としている52。 

 この社会サービス法は、「経済的・社会的な保障を確保すること」「困難な状況に置

かれている人の生活状況を改善すること」「社会的問題を解決すること」を主たる目的

として、主に社会サービス（Section 4）、経済支援（Section 5）、アルコール、薬物中毒

患者対策（Section 6）の提供に関して規定している53。生活保護は、このうち、第 5

章の経済支援に位置付けられている。 

（実施主体） 

 社会サービス法の所管業務のうち、社会サービス、経済支援に係るサービスの実施

主体は市である。 

（内容） 

 ノルウェーの生活保護給付は、資力調査（Means-Tested Benefit）に基づいて提供さ

れる。給付対象は、ノルウェー在住の世帯で、国籍や年齢54は問われない。また、給

付期限は、特に定めが無い。給付を受ける際には、「市役所での労働」「就職活動」「職

業訓練の受講」のいずれかが義務付けられる55。定職が見つかった場合であって、当

該職に就くことが可能な場合には、給付が停止される。 

 給付額について、法では特に定めは無いため、「尊厳を維持する範囲で必要額が給付

する」ということを基本にしているが、実際には、保健福祉省（Ministry of Health and 

Care Services）が示すガイドライン（2002年改定）を基に、各市が給付基準に関する

ガイドラインを策定して、給付水準を決定している。 

                                                      
51 以下より入手できる。http://www.ub.uio.no/ujur/ulovdata/lov-19911213-081-eng.pdf 
52 OECD（2006）‘”Norway 2004 - Tax-benefit country chapter - Benefits and Wages”, EU （2006）”Social 
protection in the Member States of the European Union, of the European Economic Area and in Switzerland”より。 
53 社会サービス法に係る経済支援以外の箇所については、仲村・一番ヶ瀬（1999）「世界の社会福祉 デ
ンマーク、ノルウェー」を参照。 
54 但し、18歳未満の者は保護者に養育義務があるため、実際には給付されない。 
55 給付の他に「ローン（貸付）」「ローン保証」「現物給付」がある。Section5-4より。 
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図表 11-36 給付内容の例－国ガイドラインより－（2004年） 

単身者（居住者）：        月額 NOK 4,270（100%） 
夫婦（子ども無し）：          月額 NOK 7,100（＋66%） 
同居者：     月額 NOK3,550 
子ども ：0-5歳    月額 NOK1,630（＋38%） 
 ：6-10歳       月額 NOK2,160（＋51%） 
 ：11-17歳   月額 NOK2,720（＋64%） 
（資料）EU （2006）”Social protection in the Member States of the European Union, of the European Economic 

Area and in Switzerland”より 

 

 なお、上記の給付額は全て課税対象外である56。 

 

（財源） 

生活保護給付に要する経費の財源は、主として税であり、市の自主財源（所得税・

固定資産税）及び一般補助金がこれに相当する57。 

図表 11-37 生活保護における国と地方の財源分担 

主体 
制度 

国 県 市 その他 

生活保護   生活保護給付費  
（出所）Social Services Actより 

 

 以下、ノルウェー統計局資料より、生活保護費の支出に関連するデータを整理する。 

 

図表 11-38 人口規模別の生活保護（難民、移民への支援を含む）支出状況（2004年） 

市の人口規模 一件当たりの年間扶助額 NOK 人口当たりの支出額 NOK 

4 999 23,801 675

5 000 - 9 999 28,080 799

10 000 - 19 999 30,632 835

20 000 - 49 999 36,849 1,135

50 000 - 41,268 1,430

（資料）Statistics Norwayより 

 

                                                      
56 デンマークでは課税対象である。 
57 社会サービス法（Section11-6）には、国の地方自治体への補助に関する規定があるが、生活保護に関
して特段の規定はなく、当該分野における国の地方に対する補助の有無、内容は明らかではない。 
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図表 11-39 生活保護（難民、移民への支援を含む）の支出状況（国全体） 

年 
歳出総額 
1,000NOK 

一件当たりの年間扶助額 
NOK 

人口当たりの支出額 
NOK 

1987 3,185,612 25,412 759

1988 3,948,725 27,350 936

1989 4,502,761 27,888 1,064

1990 4,480,134 27,094 1,054

1991 4,547,114 26,431 1,064

1992 4,412,444 25,777 1,026

1993 4,628,814 26,044 1,070

1994 4,883,130 27,480 1,123

1995 4,940,280 28,802 1,131

1996 4,836,250 29,381 1,101

1997 4,623,793 29,426 1,047

1998 4,229,897 29,627 952

1999 4,235,546 31,071 946

2000 4,302,250 31,305 955

2001 4,509,857 32,759 997

2002 4,744,239 34,380 1,042

2003 5,030,618 34,465 1,099

2004 4,956,245 34,897 1,076

（資料）Statistics Norwayより 

 

4.2.2 児童手当，家庭保育手当 

（根拠法令） 

 ノルウェーの児童手当（Family Allowances）は、児童手当法（Child Benefit Act）、家

庭保育手当（Cash Benefit for Parents with Small Children）は、家庭保育手当法58（Cash 

Benefit Act）を実施根拠としている。 

（実施主体） 

児童手当、家庭保育手当に係るサービスの実施主体は、国（保健福祉省Ministry of Health 

and Care Services）である。国民保険と同様に、保健福祉省傘下の国民保険局（National 

Insurance Administration）が同制度を実施しており、各県、市ごとに（いくつか）置かれて

いる地域事務所（国民保険事務所）が児童手当家庭保育手当の申請等に係る手続を行って

いる。 

                                                      
58 以下より入手できる。http://odin.dep.no/bld/english/doc/legislation/acts/004071-200002/dok-bn.html 
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（内容） 

 主なサービス内容は次の通りである。 

 

◆ 児童手当（Family Allowances） 

児童手当は59、18 歳以下の子どもに給付される手当で、a.基本手当、b.幼児（1～3

歳）家庭付加給付、c.北部地域特別補助給付、d.ひとり親家庭付加給付、により構成さ

れている。  

基本手当は、子ども一人当たり年間 NOK11,140 が給付される。幼児（1～3 歳）家

庭付加給付は、3 歳未満の子どもを養育する世帯に対して、子どもの数に関係なく

NOK7,920 が給付される。北部地域に居住する親に対しては、北部地域特別補助給付

として、子ども一人当たり年間 NOK3,840が給付される。ひとり親に対しては、子ど

も一人分の基本手当に相当する額が加算される。 

児童手当の受給者数及び受給対象児童数は、それぞれ 59.6 万人、106.2 万人（2002

年末）で、近年、いずれも増加率が 1％以下となっているが、新たに 16歳及び 17歳

の子どもが対象に加わった 2000年末は前年比でそれぞれ約 10％増加している。  

 

図表 11-40 ノルウェーの児童手当受給者数等の推移 

単位：人 
世帯当たり児童数別受給者数 

年 受給者数 
(前年比％) １人 2人 3人 4人 5人 

対象児童総数
(前年比％) 

2002 595,636
（0.9） 256,137 232,462 87,887 15,276 3,874 1,061,460（0.7）

2001 590,540
（0.8） 254,180 229,526 87,599 15,454 3,785 1,054,112（0.6）

2000 585,964
（9.1） 252,047 227,662 86,880 15,596 3,779 1,047,618（1.3）

1999 536,948
（1.1） 240,340 207,511 74,078 12,251 2,768 941,933 

（1.3） 

1998 531,378
（0.6） 239,236 204,916 72,446 12,095 2,685 929,707 

（0.9） 

（出所）厚生労働省（2005）「2003～2004年 海外情勢白書」より 

 

（財源） 

                                                      
59 厚生労働省（2005）「2003～2004年 海外情勢白書」、Ministry of Health and Care Services “Norwegian Social 
Insurance Scheme in 2006”より。 
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児童手当の財源は、税（国税）である。 

図表 11-41 児童手当における国と地方の財源分担 

主体 
制度 国 県 市 その他 

児童手当 100%    
（出所）National lnsurance Administration（2006）“The Norwegian Social Insurance Scheme 2006”より 

 

◆ 家庭保育手当（Cash Benefit for Parents with Small Children）  

家庭保育手当は60、市が運営する保育施設に子どもを預けず（または終日預けず）、

自宅等で1歳から3歳未満の子どもを保育している親に対して給付される手当である。  

この家庭保育手当導入の目的は、「親が自ら子どもを保育する時間を与える」「子ど

もにとってより良い保育が選択できるようにする」「育児支援策に関する公平性を確保

する」である。但し、1～2歳児に対する手当給付については、保育施設が不足してい

る現状を踏まえて、保育施設に子どもを預ける親と、預けられない親の間で生じる不

公平の解消等を目的としている。 

 給付対象は、1～2歳児を家庭等で保育する親であるが、親自らが保育する必要はな

く、他人や親族が保育している場合も給付対象となる。また、親の就労の有無に関係

なく給付され、所得制限もない。1998年の制度導入当初は 1歳児のみを対象としてい

たが、1999年から 2歳児も対象になっている。  

家庭保育手当は、1 日の半日又は一部を保育施設に預けて、部分的に家庭保育手当

の給付を受けることも可能と担っている。給付額は保育施設に預けている時間数ごと

に決まっており、全く保育施設を利用しない場合（全額給付）で、子ども一人当たり

年間 NOK39,636である。 

図表 11-42 家庭保育手当給付額 

保育施設利用状況（週平均） 給付率 年間給付額 
利用無し 100% NOK39,636

8時間まで 80% NOK31,704
9-16時間 60% NOK23,784

17-24時間 40% NOK,15852
25-32時間 20% NOK7,932

33時間以上 給付対象外 給付無し

（出所）Ministry of Health and Care Services “Norwegian Social Insurance Scheme in 2006”より 

家庭保育手当の受給児童数は、2002年に 83,424人となっている。これは 1～2歳児
                                                      
60 厚生労働省（2005）「2003～2004年 海外情勢白書」、Ministry of Health and Care Services “Norwegian Social 
Insurance Scheme in 2006”より。 
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全体の約 70％に該当する。年齢別にみると、1歳児は部分利用も含めて約 80％が利用

し、2歳児は、部分利用も含めて約 65％が利用している。 

図表 11-43 家庭保育手当受給者数の推移 

受給児童数 
年 1歳児 2歳児 

受給児童総数 
(全体に対する割合％) 1～2歳児総数 

2000 46,988 41,246 88,234（73.8） 119,578 
2001 46,549 41,031 87,580（ － ） － 
2002 43,784 39,640 83,424（69.8） 119,541 

（出所）厚生労働省（2005）「2003～2004年 海外情勢白書」より 

 

（財源） 

家庭保育手当の財源は、税（国税）である。 

図表 11-44 家庭保育手当における国と地方の財源分担 

主体 
制度 国 県 市 その他 

家庭保育手当 100％    
（出所）Ministry of Health and Care Services “Norwegian Social Insurance Scheme in 2006”より 

 

4.2.3 児童福祉（保育施設） 

（根拠法令） 

 ノルウェーの児童福祉サービス（保育所）は、保育施設法（Day Care Institutions Act）

を実施根拠としている61。保育施設は、同法に基づいて国（子供・平等省（Ministry of 

Children and Equality））が策定する運営輪組み（Framework Plan for Day Care Institutions）

を通じて運営されている62。 

（実施主体） 

児童福祉サービス（保育所）に係るサービスの実施主体は、市である。国（子供・

平等省（Ministry of Children and Equality）は、保育施設の設置・運営に要する費用の

一部を補助金にを通じて市に支出している。 

（内容） 

 ノルウェーでは、保育所に該当する施設は、一般的に「幼稚園（Barnehage）」と呼

ばれており、原則として全日制で保育を提供している63。以下、同施設を取り上げる。 

                                                      
61 以下より入手できる。http://odin.dep.no/bld/english/doc/legislation/acts/004005-990082/dok-bn.html 
62 以下より入手できる。http://odin.dep.no/bld/english/doc/legislation/guidelines/004005-990083/dok-bn.html 
63 安倍オースタッド玲子（2004）「家庭政策」『ノルウェーの経済』より。 
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◆ 保育施設（Day-Care Services for Children） 

保育施設は、1 歳から 5 歳の乳幼児・児童を対象にしており、設置と運営について

責任を負うのは市である。また、施設において法令が順守されているかどうかを監視

する役割も市が負っている64。 

2003年末時点において、保育施設の普及率（1歳から 5歳）は約 69%で、必要性が

カバーされると考えられている 80%台の普及率には達していない。以前、ノルウェー

では、他の北欧諸国（スウェーデン、デンマーク、フィンランド）と異なり、「希望す

る乳児・幼児を保育する施設を整備・提供する」という義務はかったが、2003年月以

降、市は利用者のニーズに応じて保育施設を整備することが義務付けられており、

「2005 年までに育児プログラムへの子どもの参加を望んでいる全ての親がプログラ

ムを利用できるようにすること」が目標になっている65。 

保育施設は、公立と私立がある。民間施設の場合は、市の認可を得ることで国から

運営費補助金（Operating Subsidies）が受けることができるようになっており、私立の

保育施設がノルウェー全体の保育施設総数の 48.4%（2,798 箇所）占めている（2001

年時点）。この運営費補助金は、年齢別の入所児童数及び保育時間に応じて決定される

仕組みになっており、基準額等は法律ではなく、毎年度の予算編成において国会によ

り制定される。認可を受けて運営費の補助を得ている保育施設は、毎年、市を通じて

国に補助を申請している。補助金は国から県を通じて市に交付され、市が私立保育施

設に補助金を交付している。 

なお、従前は、3～5歳の児童を対象とした保育施設の創設に対して建設・整備に要

する費用の一部が国から支出されていたが、現在は、1～2歳の低年齢児を含む保育施

設の建設・整備に対して重点的に補助が提供されている。そのような施設として、例

えば、幼稚園教諭の資格を持つ者の配置を前提に、一般家庭で保育する「家庭保育施

設（Family Day Care Centers）」がある。その他、都市部を中心に保育施設が不足する

地域では、保護者が保育に参加する「開放保育施設（Open Day Care Centers）」も設置

されている。 

                                                      
64 在日ノルウェー大使館 http://www.norway.or.jp/policy/family/daycare/daycare.htm, Ministry of Children 
and Family Affairs（1998）“OECD-Thematic Review of Early Childhood Education and Care Policy”より。 
65 安倍オースタッド玲子（2004）「家庭政策」『ノルウェーの経済』、斉藤弥生（2004）「社会福祉」『ノル
ウェーの経済』より。 



 779

図表 11-45 保育所入所児童数（2005年） 

単位：人 
保育時間別入所児童数  児童数合計 

0-6 9-16 17-24 25-32 33-40 41- 
全体 

6,278箇所 223,501 386 2,244 16,251 31,338 17,783  155,499
公立 

2,858箇所 122,455 289 1,166 9,577 17,874 10,633 82,916
市立 

3,420箇所 101,046 97 1,078 6,674 13,464 7,150 72,583

（出所）Statistics Norwayより 

 

（財源） 

市は、保育施設を利用する保護者に対して利用料金を通じて運営費の一部負担を要

求することが認められているが、この利用料金に関する国基準などはなく、各市が決

定している。利用料金が無料の市もある。また、保護者の収入に応じて決定している

市もある。 

1998年に児童・家庭省から国会に提出され、国会に承認された白書によると、保育

施設の運営費の負担割合は、公立、私立に関係なく、国が 40%、市が 30%、保護者（利

用者）が 30%を負担する、という基準が示されている。背景には、下表のように「実

態として公立よりも私立の保育所に通園する児童の保護者の負担割合が高く、また全

体として市の負担割合が低い」という状況があった。 

 

図表 11-46 保育施設における国と地方の財源分担（1996年） 

 利用者負担割合 国庫負担 市負担 その他収入 

私立 45.5% 39.3% 8.2% 7.0% 

公立 28.9% 36.2% 27.9% 7.0% 

（出典）Ministry of Children and Family Affairs（1998）“OECD-Thematic Review of Early Childhood 
Education and Care Policy”より 
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図表 11-47 保育施設における国と地方の財源分担のあり方 
主体 

制度 国 県 市 その他 

保育施設 40％  30％ 30％（利用者） 

（出所）Ministry of Children and Family Affairs（1998）“OECD-Thematic Review of Early Childhood 
Education and Care Policy”より 

 

なお、この利用料金に関して、近年、政府・野党の間で論争が行われ、結果、利用

料金の上限が設定され、2004年 5月から月額 NOK2,500、2005年 8月以降は NOK1,500

が利用料金の上限となっている66。 

 

4.2.4 高齢者・障害者福祉 

（根拠法令） 

 ノルウェーにおける高齢者、障害者を含む福祉関連サービスは、社会サービス法67

（Social Services Act）、市保健サービス法（Municipal Health Services Act）を実施根拠

としている。 

このうち、社会サービス法は、既述のように「経済的・社会的な保障を確保するこ

と」「困難な状況に置かれている人の生活状況を改善すること」「社会的問題を解決す

ること」を主たる目的として、主に社会サービス（Section 4）、経済支援（Section 5）、

アルコール、薬物対策（Section 6）の提供に関して規定しているが、高齢者、障害者

を含む福祉関連サービスは、これらのうち、第 4章の社会サービスに位置付けられて

いる。 

また、社会サービス法 2条には、行政の責任分担に関する事項が規定されており、

「市は、本法律に基づき、上記任務のうち、中央政府の任務とされていない部分につ

いて責任を負う」と規定されているなど、社会サービス実施責任が市にあることが明

記されている68。 

（実施主体） 

障害者福祉・高齢者福祉に係るサービスの運営主体は、市である。 

 

                                                      
66 詳細は安倍オースタッド玲子（2004）「家庭政策」『ノルウェーの経済』より。 
67 以下より入手できる。http://www.ub.uio.no/ujur/ulovdata/lov-19911213-081-eng.pdf 
68 斉藤弥生（2004）「社会福祉」『ノルウェーの経済』より。 
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（内容） 

社会サービス法第 4章に規定されているサービスの内容は、以下の通りである69。 

 

図表 11-48 社会サービス法に規定されているサービス（Section 4） 

 病気、障害、高齢、或いはその他の理由によって特別な支援を必要とする人達
に対する実用的な支援と訓練 

 特別に重い負担の介護を担う家族や個人に対して、休息を提供するためのサー
ビス 

 障害、高齢、或いは社会問題のために支援を必要とする個人や家族とのコンタ
クト 

 障害、高齢、或いは社会問題のために支援を必要とする人に対する施設或いは
24時間の介護付き住宅の設置 

 特別に重い介護負担を負う個人に対する現金給付 

（出典）斉藤弥生（2004）「社会福祉」『ノルウェーの経済』、Social Services Act より 

 

 同法 4条 2項では、「自ら自分の両親の介護を出来ない人」及び「日常生活において

援助に依存している人」が上記サービスの提供を請求する権利があると規定されてい

る。 

 以下、社会サービス法に基づいて市が提供する高齢者、障害者向けのサービスの概

要を整理する。 

 

○ 在宅サービス 

社会サービス法に基づいて市が提供する主なサービスは、以下の通りである70。 

サービスの提供を受ける際には、いずれも市に申請を行い、身体や家族の状況など

に応じて、サービス提供の可否及び量が決定される。 

 

◆ 訪問看護 

 全ての市においてサービスが提供されている。訪問看護は、疾病・老化、機能障害

等にに伴う疾病や機能低下に対する治療や看護を在宅で受けるサービスで、看護士、

理学療法士、作業療法士、医師、ソーシャルワーカーにより提供される。ノルウェー

                                                      
69 斉藤弥生（2004）「社会福祉」『ノルウェーの経済』より。 
70 以下、多田葉子（2004）「高齢者環境」『ノルウェーの経済』、日本総合研究所（2003）「医療と介護の
連携に関する海外調査研究」http://www.jri.co.jp/consul/cluster/data/iryoufukushi/renkei2003.htm より。 
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では大半の市において 24時間の訪問看護が提供される。 

 

◆ ホームヘルプ 

 ホームヘルプは、高齢者、障害者が自宅で生活するためのサービスとして、主に「身

辺の世話」「食事介助」「お使い」「掃除」などが提供される。 

 

◆ 巡回家屋管理サービス 

 専門スタッフが巡回し、主に家屋の修理を行うサービスで、大半の市において実施

されている。 

 

◆ 安心アラーム 

 一人暮らしの高齢者に提供される。助けが必要な場合にアラームを鳴らすことによ

り、消防署、ホームヘルパーの詰所、アラーム・センターに通報される仕組みになっ

ている。安心アラームは、高齢者が常時携帯できるように腕時計型、ペンダント型な

どの形状で、主に訪問看護に責任を持つ看護士により提供の要否が決定される。 

 

◆ 配食サービス 

 主に一人暮らしの高齢者を対象にした食事の配達サービス。 

 

◆ 高齢者センター、高齢者サービスセンターの運営 

 高齢者の健康の保持増進などを目的とした様々なサービスを提供する施設。全国に

所在しているが、人口が集中しいる南部に多い。センターが提供する主なサービスは、

デイ・ケアやショート・ステイ、介護相談、理髪、フットケア、運動の他、教養講座

などの社会教育サービスやレストラン経営なども行われている。 

 

◆ デイ・センターの運営 

 高齢者と生活する家族を支援するためのサービスとして、デイ・センターの運営や

ショート・ステイ・サービスなどがある。これらサービスは、ナーシング・ホーム（後

述）を通じて提供される場合もある。 
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図表 11-49 高齢者・障害者福祉サービスの提供主体別の構成割合（1999年） 

単位：% 

 市 民間 市及び民間 提供なし 
平日訪問看護 98.9 - - - 

24時間訪問看護 83.2 - - - 
巡回家屋管理サービス 79.4 1.5 0.4 18.7 
安心アラーム 90.2 2.6 6.8 0.4 
配食サービス 93.6 1.5 2.3 2.6 
フットケア 20.6 64.7 4.9 9.8 

ショート・ステイ 81.9 0.4 0.2 17.4 
高齢者センター 28.3 0.2 0.0 71.5 

（出典）多田葉子（2004）「高齢者環境」『ノルウェーの経済』より 

 

これらサービスのうち、主要な在宅サービスに位置付けられているのは、訪問看護

及びホームヘルプである。両者の利用者数は 161,177 人（2001 年、以下同）であり、

このうち 67 歳以上の高齢者は 121,392 人である。これは 67 歳以上の高齢者人口

（613,700 人）の約 19.8％に相当する。67 歳未満を含め、ホームヘルプ利用者数が

120,851 人、訪問看護利用者数が 99,420 人である。ホームヘルプの利用者数は横ばい

傾向にあるが、訪問看護は増加傾向にある71。 

（財源） 

上記の高齢者、障害者福祉サービス（在宅）の財源は、市が負担しているが、サービス

ごとに利用料金が設定されている。料金は、市によって異なる。市は、社会サービス法

（Section11-2）等に基づき、費用の全部又は一部を利用料金として利用者に請求する権限

が与えられているが、国により負担の上限が設定されている。 

 

図表 11-50 高齢者・障害者福祉（在宅）における国と地方の財源分担 

主体 
制度 国 県 市 その他 

高齢者・障害者福祉   100％ 利用料金 

（出所）Social Services Actより 

 

○ 施設サービス 

高齢者及び障害者を対象とした施設サービスは、「ナーシング・ホーム（医療施設）」

                                                      
71 日本総合研究所（2003）「医療と介護の連携に関する海外調査研究」より。 
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と「高齢者住宅（福祉施設）」がある72。前者は、医療施設として県が管轄していたが、

1988年に市の管轄に移り、現在は、福祉サービスや住宅サービスと一体となってサー

ビスを提供している73。これら保健、福祉施設とは別に、各市において多様な形態・

方法により高齢者・障害者向けの「介護住宅」の整備が行われている。 

このような高齢者向けの施設、住宅サービスの実施主体は市であり、市は、地域の

ニーズや資本に応じて、施設や住宅の整備・供給を行っている74。なお、施設、住宅

に関して一定の建築定義や基準はあるが、詳細は、サービス提供主体である市が設定

している75。また、実態としては、複合的な施設の設置・運営が認められていること

もあり、高齢者向けの施設、住宅の運営形態・内容は、各市において様々である。 

 以下、主要な施設、住宅サービスの内容を整理する76。 

 

◆ ナーシング・ホーム 

ナーシング・ホームは、疾病などにより介護や療養が必要な高齢者が入所する施設

で、市保健サービス法に基づく施設である。通常、看護師、医師、作業療法士、理学

療法士などの医療職を通じて医療、介護などのサービスが提供される。併設する施設

等を通じて、デイ・ケア・サービスを提供する施設もある。 

 

◆ 高齢者住宅 

高齢者住宅は、社会福祉法に基づく施設である。ナーシング・ホームと異なり、医

師や看護士などの医療職の配置に関する規定はない。そのため、一般的にはナーシン

グ・ホームより入所者一人当たりの経費（運営費、利用料金）は安い。 

高齢者ホームは、病気ではないが介護が必要な高齢者が入所する施設に位置付けら

れているが、実態としてはナーシング・ホームとの違いはない。利用は、在宅サービ

                                                      
72 以下、日本総合研究所（2003）「医療と介護の連携に関する海外調査研究」より。 
73 例えばオスロ市（Oslo kommune）サゲネ・トーショーブ区（Bydel Sagene-Torshov）の介護サービスは、
施設サービス（Sykehjem/bolilbud＝ナーシング・ホーム、住宅提供）、訪問サービス（Hjemmetjenester）、
通所サービス（Eldresenter＝高齢者センター）の三つから構成されており、ナーシング・ホームは高齢者
ホームや住宅提供と同じ部署が取り扱っている。上記資料より。 
74 ノルウェーでは、市が高齢者住宅やナーシング・ホームの建設にあたり、政府住宅銀行が市に対して
融資を行っている。また、同機関が融資を行う際には、施設に応じて様々な建築基準が指定され、それ

らを前提に融資が行うなど、建築基準行政の役割を果たしている。井上裕（2003）「これからの高齢者と
グループホーム」より。 
75 担当者へのヒアリングより。 
76 日本総合研究所（2003）「医療と介護の連携に関する海外調査研究」より。 
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スである訪問看護のみではカバーできない高齢者で、痴呆、躁鬱病、分裂病、アルコ

ール依存症等、精神面で問題がある人が多い。 

 

◆ 介護住宅 

上記施設の他に、高齢者・障害者向けに身体機能の低下に対応して設計された「介護住

宅」が整備されているが、各市が多様な形で「介護住宅」の整備を行っており、明確な定

義は無い。しかし、一般的に高齢者住宅は、住み慣れた自宅においてサービスの提供を受

けることが困難になった場合に施設に入所するのではなく、住宅に住みながら必要なサー

ビスを受けるために提供される公的住宅に位置付けられている77。 

この高齢者住宅に入居する際には、家賃の他、権利金が求められる場合もある。例えば、

トンズベルグの高齢者住宅では、入居の際、NOK26 万～30 万の一時金を支払い、入居中

は維持管理費として月に NOK3,900を支払っている。この一時金は退去時に返還される78。 

 

図表 11-51 ノルウェーの保健・福祉サービスの利用状況 

単位：人 

在宅サービス 施設サービス 

年 利用総数 ホームヘルプ・ 

訪問看護 
訪問看護のみ ホームヘルプ

サービス内容

不明 
高齢者住宅 施設 

1994 142,354 47,156 21,964 73,147 87 43,447 30,260

1995 145,249 145,228 19,982 68,784 11,255 42,234 32,338

1996 144,765 48,164 22,479 73,411 711 43,075 35,254

1997 149,026 51,143 23,858 72,653 1,372 42,921 38,140

1998 152,796 54,643 27,068 68,649 2,436 42,406 40,617

1999 157,396 57,521 33,211 64,944 1,720 42,691 43,983

2000 159,669 59,229 37,647 62,793 - 42,236 45,515

2001 161,169 59,095 40,327 61,747 - 41,894 46,023

2002 162,112 58,789 44,399 58,924 - 41,635 46,414

2003 161,094 59,896 46,259 54,669 - 41,013 48,087

（出所）Statistical Year Book 2005より

                                                      
77 斉藤弥生（2004）「社会福祉」『ノルウェーの経済』より。 
78 井上裕（2003）「これからの高齢者とグループホーム」より。 
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（財源） 

上記の高齢者、障害者福祉サービス（施設）の財源は、市が負担しているが、施設ごと

に利用料金が設定されている。また、住宅サービス（介護住宅）の場合、利用料金の他に、

権利金79が設定されている場合もある。これらは市や住宅によって異なる。その他、上記

施設の建設に際しては、社会サービス法（Section11-6）に基づき、国が建設費の一部を負

担する場合もあるようである80。 

なお、市は、社会サービス法（Section11-2）等に基づき、費用の全部又は一部を利用料

金として利用者に請求する権限が与えられているが、国により負担の上限が設定されてい

る。 

 

図表 11-52 高齢者・障害者福祉（施設）における国と地方の財源分担 

主体 
制度 国 県 市 その他 

高齢者・障害者福祉 補助金 
（施設整備費） 

 建設・整備費 
運営費 

利用料金 
権利金 

（出所）Social Services Act等より 

 

保健福祉省担当者の発言 
・ 法の枠内での介護サービスの提供責任は、市にある。 
・ 但し、施設入居者が年金受給者の場合、年金の 85％までを市が徴収することができる。 
・ 訪問看護については、市が 100％負担する。しかし、清掃や片付け、買い物などのホーム
ヘルパー利用については、本人負担の残りを市が負担する。本人負担は市で決めることが
できるが、最大で１時間あたり NOK50である。 

・ グループホームは、利用者に利用料金の負担を求めないが、家賃及び電気や水道などの管
理運営費の一部について負担が求められる。 

・ 知的障害者、精神障害者は、グループホームを出て障害年金を受けながら生活し、サービ
スを利用する際には、利用料金は免除される。 

・ 福祉サービスは、基本的には、市の負担、利用者料金、国税、国民保険を通じて財源を手
当するという構造になっているが、利用者負担割合は、サービスによって一様ではないため、
一概に算出はできない。 

 

4.3 義務（初等・中等）教育 
（根拠法令） 

ノルウェーの義務教育は、教育法（Education Act）が実施根拠になっている81。（以

                                                      
79 権利金は、実態としては、退去時に返還される場合、返還されない場合の双方がある、とのことであ
る。ヒアリングより。 
80 例えば、リンゲージ市のホープ介護住宅では、国が一戸当たり NOK730,000を基準に、73戸に対して
建設費補助を支出している。日本総合研究所（2003）「医療と介護の連携に関する海外調査研究」より。 
81 原文（英語）は、以下より入手できる。
http://odin.dep.no/kd/english/doc/legislation/acts/014101-200002/dok-bn.html 
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下、北川邦一が翻訳した 1998年 7月 17日・法律第 61号教育法の内容の一部を抜粋し

て整理する82。なお、現行法は、2000年 6月に一部、内容が修正されているが、法律

の骨子については大きな変更が加えられていない。） 

 

（実施主体） 

義務教育の実施は、義務教育（小・中学校）法に基づき、市が責任を持っている。

同法第 13章において、実施主体の内容が整理されている。 

 

図表 11-53 教育法第 13章（抜粋） 

第 13章 コミューネ、県及び国の責務 

§13-1 コミューネが基礎学校教育及び特殊教育援助を施す義務 

・ コミューネは、この法律に従い、コミューネにおける全ての住民の基礎学校教育及び特殊教育援助

の権利を充足しなければならない。この責任は§13-2によって県が責任を負う生徒その他の人に対し

ては適用されない。 

・ 文部省は、個別の場合に誰がコミューネの住民と見なされるかに関する、かつ他のコミューネで生

じた基礎学校教育の費用の償還に関する規則を定め又は訓令を発する。 

・ 公的な基礎学校は、コミューネのものでなければならな。特別な場合、国又は県が基礎学校を運営

することができる。県はその場合、国の承認を得なければならない。 

・ コミューネの管理職員は、学校水準以上の学校専門性を備えていなければならない。 

（出所）北川邦一（2001）「ノルウェーの基礎学校及び後期中等教育に関する法律の要点と特徴」『日本
教育法学会年報』第 30号・有斐閣より 

 

（内容） 

 ノルウェーの義務教育は、6歳から開始し、低学年（1～4学年）と高学年（5～7学

年）から成る小学校と、中学校（8～10学年）に分かれている。また、全ての市には、

通常の学校時間外に 1～4学年までの子どもを預かるデイ・ケア・プログラムを用意す

ることが義務づけられている。 

 

                                                      
82北川邦一（2001）「ノルウェーの基礎学校及び後期中等教育に関する法律の要点と特徴」『日本教育法学
会年報』第 30号・有斐閣 http://osaka.cool.ne.jp/kohoken/lib/khk194a3.htm なお、括弧で示している引用部
分については、加筆していない。例えば、市（コムーネ）、教育研究省（文部省）などは引用元の表現を

残している。 
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《教育法の主要部分》 

 以下では、まず、教育法の規定を基に、主要部分として「第 2 章 基礎学校」「第 8 章 

授業組織」「第 9 章 学校の運営、機能、設備、教材」の内容を整理する。次に、教育研

究省（Ministry of Education and Research）の資料及び同省へのインタビュー内容を基に、

義務教育における国と地方の役割分担の実態を整理する。 

 
■第 2章 基礎学校 
 教育研究省の指導要領に沿って、その指導要領で認められた範囲において市は、義務教

育を実施している。（以下、教育法より一部抜粋） 

 

§2-1 基礎学校教育の権利と義務 
・ 基礎学校教育の義務は、通常、児童が暦年齢満 6歳になったときに生ずる 
・ 基礎学校教育の権利は、児童が 3ヶ月を超えてノルウェーに住む見込みの時に適用される。
この学校教育の義務は、滞在が 3ヶ月を超えた時に始まる。文部省は、特別の場合、生徒
のこの義務を免除することができる。 

§2-2 基礎学校教育の時間構成 
・ 文部省は、基礎学校の授業時間の統合に関する規則を定める。 
・ コミューネは、第 1項による規則に定められた時間を超えて授業時間に関して規則を定め
ることができる。ノルウェー官報における告示に関する行政法第38節第1項ｃ号の要請は、
適用されない。 

・ 教育は、学年の連続する 45週枠内で最小限 38週にわたらなければならない。 
・ コミューネは、生徒に対して学年の授業日及び休業日に関する規則を定める。 
・ 文部省は、生徒の毎日の授業時間と休憩時間に関する規則を定める。 
§2-3 基礎学校教育における内容と評価 
・ 基礎学校教育は、キリスト教知識・宗教・道徳科目〔直訳：宗教指導及び人生観指導を伴
うキリスト教知識科目〕、ノルウェー語、数学、外国語、体育、家庭、社会、自然に関する
知識、及び美的、実用的、社会的教育を含まなければならない。§2-2による授業時間の一
部は、学校及び生徒が選ぶ科目及び活動、学校キャンプ活動、並びに、その他の学校の教
育または学校外の労働の場での教育に使われることができる。コミューネは、§2-2による
規則に定められた最小時間を超えた授業時間をどのように使用するかを決定する。 

・ 文部省は、基礎学校のカリキュラムの主たる段階に応じた、科目及び時間配分、中心的授
業方法、並びに、各科目の教育の知識・方法の扱い及び主たる要素に関する規則を定める
（学習指導要領）。文部省は、生徒の評価及び評価に対する不服申立てに関する規則を定め
る。 

・ コミューネの申請に基づいて、文部省は、それが総体として授業要請を引き下げるないな
らば、学校が第 1項及び学習指導要領に関する規則から逸脱することを認めることができ
る。このような許可がされる以前に、学校の協同委員会の意見表明が提出されていなけれ
ばならない。 

§2-9 校則等 
・ コミューネは、個別の基礎学校の学校の校則〔直訳では秩序規程〕に関する規則を定めな
ければならない。校則は、法律又は他の方法で定められていない範囲で、生徒の権利と義
務に関するきまりを定めなければならない。校則は、行為、規律を破った生徒にどのよう
な措置が用いられるか及びそのような事項が扱われる手続きを含まなければならない。 

・ 校則は、生徒及び親に知らされなければならない。ノルウェー官報における告示に関する
行政法第 38節第 1項 c号に述べられた要請は、適用されない。 

（出所）北川邦一（2001）「ノルウェーの基礎学校及び後期中等教育に関する法律の要点と特徴」『日本
教育法学会年報』第 30号・有斐閣より 
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■第 8章 授業組織 

教育法（1998年）では定員が規定されているが、この定員基準について、今次調査にお

いて実施した教育研究省担当者へのインタビューでは、「定員規制は撤廃された」との発

言を確認している。（以下、教育法より一部抜粋） 
 
§8-1 学校 
・ 基礎学校の生徒は、住居に最も近い学校又はその教区の近隣の通学区の学校に通学する権
利を有する。コミューネは、そのコミューネの特別な通学区についての規則を定めること
ができる。ノルウェー官報における公示に関する行政法§38 の第 1 項ｃの要請は、適用さ
れない。 

・ 申請によって生徒はその通学区と異なる学校に受け入れられることがあり得る。 
§8-3 学級生徒数 
・ 学年の始めにおいて、基礎学校の 1学級は次に定める生徒数を超えてはならない。 
   ・4又はそれ以上の学年にわたるとき、 12人  
   ・3学年にわたるとき、 18人  
   ・2学年にわたるとき、 24人  
   ・第 1学年から第 7学年において 1学年のとき、 28人  
   ・第 8学年から第 10学年において 1学年のとき、 30人  
 
・ 学校は、同じ学級段階又は並行する複数年齢学級において、複式学級と単式学級とを同時
に有してはならない。しかし、学校は、学校の生徒の利益に照らして正当なときには、1-4
学年、5-7学年､8-10学年の各主要段階の中で混合学級を有することができる。 

・ 学年の始めにおいて、高等学校の 1学級の生徒は、30人を超えてはならない。 
・ 職業学科における専門科目においては、学年始めにおいて、1学級生徒は 15人を超えては
ならない。 

・ 学級生徒のために理由がある場合、コミューネ又は県は第 1項及び第 4項の規定の例外を
定めることができる。省は、独自の発意により、又は学級の一人又は複数の生徒の不服申
し立てに基づいて、そのような定めを除外し、又は追加的な教育資源がそのような学級に
割り当てられるよう要求することができる。 

§8-4 基礎学校第 1学年における教材 
・ 18人を超える第 1学年又は就学前学年の学級には、各授業時間 2名の教員をおかなければ
ならない。しかし、授業の部分は、もしそれが授業の他の部分において補償されるならば
一人の教員によって行なわれることができる。 

（出所）北川邦一（2001）「ノルウェーの基礎学校及び後期中等教育に関する法律の要点と特徴」『日本
教育法学会年報』第 30号・有斐閣より 

 

教育研究省担当者の発言 
・ 例えば、以前は法律で一クラスあたりの児童数を 28 人と定めていた。そうすると、29 人
なるとクラスを分割しなくてはならず、また、人数が減ると二クラスを一クラスに統合し
なければならないなど、融通が利かなかった。この一クラスあたりの人数を市の判断に任
せるようにするため、28人という基準を削除した。 
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■第 9章 学校の運営、機能、設備、教材 

 学校長を配置すること、市は施設・設備を建設・運営・維持すること（国は安全規制）、

教科書の検定制度があること、建築基準があること、などが規定されている。但し、2000

年に改定された教育法の該当部分の規定では、下線部分が修正され、学習目標とシラバス

に沿って市が教科書及び教材を選定することが求められているが、国による検定制度は設

けられていない。この点についても今次調査において実施した教育研究省担当者へのイン

タビューにおいて、「国による教科書検定制度はない」との発言を確認している。（以下、

教育法より一部抜粋） 

 

§9-1 運営 
・ 全ての学校で公正で専門的、教育的及び管理的運営がなされなければならない。 
・ 各学校の専門、教育及び管理の長として校長が任命されなければならない。この校長に関
する要請は、第 1-7学年の 30人以下の生徒の基礎学校には適用されない。 

・ 文部省は、申請によって第 2項の規定に対する例外を定めることができ、かつ、学校運営
の他の方法を認めることができる。 

§9-3 設備と学習条件 
・ 全ての生徒は、その必要に適した学習場所の権利を有する。学校は、必要な設備、備品及
び教材を利用することができなければならない。 

・ 文部省は、生徒の安全に関する規則を定めることができる。 
§9-4 教科書及びその他の教材 
・ 学校で用いられる教科書は、文部省によって承認されなければならない。文部省は、施行
規則を定めることができる。文部省は、それぞれの科目における教科書（未知型・複数）
を承認の要求の外におくことができる。 

・ ノルウェー語以外の科目においては教科書及び他の教材は、ブックモールとニューノルス
クで同時にかつ同一の価格の時にのみ使われることができる。特別な場合、文部省はこの
規則の例外を定めることができる。 

・ 文部省は、どのような教材が第 2項に述べられた要請に当たるかについて施行規則を定め
る。 

・ 基礎学校におけるノルウェー語科目の読本は、生徒がブックモールとニューノルスクの両
方を読むことを学ぶのに充分なノルウェー語の両方の形式の教材を含んでいなければなら
ない。 

§9-5 校舎 
・ コミューネは、適切な基礎学校を整備しなければならない。 
・ 通常、基礎学校は生徒 450人を超えて設立されてはならない。 
（出所）北川邦一（2001）「ノルウェーの基礎学校及び後期中等教育に関する法律の要点と特徴」『日本
教育法学会年報』第 30号・有斐閣より 

（注）下線は三菱 UFJリサーチ&コンサルティング 
 

教育研究省担当者の発言 
・ 1997年に教育改革が実施されたが、それ以前では、国は教科書認定制度も設けていたが、
現在は、そのようなものは無い。教科書の採択は、学校で議論して決めれば良いことにな
っている。 
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《国と地方の役割分担》 

ノルウェーでは、6 歳からの 10 年間が義務教育期間である。この所管は市である。

その後の高等学校または専門教育学校の所管は県、大学の所管は国である。県にどの

業務を所管させるべきであるかは、現在、議論が進められている83。（後段に国と地方

の役割分担に関するヒアリング内容を参照） 

 

教育研究省担当者の発言 
【国の役割】 
・ 現在、国レベルでは、法律を整備し、予算を与え、カリキュラムを策定し、評価・監督・
調査を行うとともに、統計を整備している。 

・ 教育研究省と KS とは、教育法に則り、国として市をどこまで、どのように方向付ける
（Steering）か、とういことをよく話し合っている。その結果、現在は、市に財源を与え、
やり方も任せる代わりに、成果を評価する（Assess）という方法を採るようになっている。 

・ 例えば、以前は法律で一クラスあたりの児童数を 28 人と定めていた。そうすると、29 人
なるとクラスを分割しなくてはならず、また、人数が減ると二クラスを一クラスに統合し
なければならないなど、融通が利かなかった。この一クラスあたりの人数を市の判断に任
せるようにするため、28人という基準を削除した。 

・ 教育研究省としては、市が義務教育費を節約し、子供たちの教育環境が悪化することを恐
れた。それを回避するために、市が法で定められた趣旨に沿って義務教育行政を実施して
いるかどうかを監督する Supervisory Boardという組織を置いている。実際にはフィルケス
マンがこの任務にあたっている。 

・ 1997年に教育改革が実施されたが、それ以前では、国は教科書認定制度も設けていたが、
現在は、そのようなものは無い。教科書の採択は、学校で議論して決めれば良いことにな
っている。 

【市の役割】 
・ 法で定められた枠組みの範囲で義務教育が実施されている限り、市の自由度は高く、自律
性を持っている。問題は、全ての市に運用能力があるかどうか、国がどのようにして離島
も含めた市を動機付けるか、である。 

・ 市のレベルにとっては、効率性と品質が重要となる。ここで言う効率性とは、ある市にと
ってより重要性の高いプログラムを実施する、という意味である。市は、能力や品質の目
標を達成するための施策を具体化しなければならない。 

・ 国は、全国レベルでの評価基準を策定し、市では勉強によって達成できることを評価する。 
・ KSと市の議論の中では、「先生のレベルを高めたい」というものがある。僻地には、正規
の教員資格を持たない先生が赴任している例があるので、それを改善していく必要性を感
じているようだ。 

 

《財源》 

義務教育の実施に要する経費ついては、物件費、職員の給与などの経常経費、校舎

の建替や大規模修繕などに支出する資本投資に係る経費を含めて、全て市が負担して

おり、国は一般補助金を通じて財源を手当てしている。 

 

                                                      
83 教育研究省へのインタビュー内容より。 
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図表 11-54 義務教育における国と地方の財源分担 

単位：% 
主体 

制度 国 県 市 その他 

義務教育   100％  
（出所）ヒアリングより 

 

教育研究省担当者の発言 

・ 義務教育の実施については、一般補助金で財源が手当てされている。 
・ この財源には、校舎の建設、建替えも含まれている。学校運営は全て市の責任である。建
替が必要だからといって、国から特定補助金を出すことはない。全て市が地方税と一般補
助金の範囲内で賄わなければならない。但し、かつては、国からの特定補助金により修繕
を行った例はある。 

・ 地方を含む国の歳入システム全体に責任を持っているのは財務省であるが、教育研究省は、
中央政府の予算作成時に、総歳入はどの程度になりそうであるかを市側に伝えている。教
育研究省は、各市が義務教育をしっかり遂行することができるよう、支援する必要がある。
そのため、内務省自治局との調整を行っている。全体の傾向としては、特定補助金ではな
く一般補助金を重視する、というコンセンサスが内務省との間でできている。 

・ 例えば、小学校での授業時間を増加させるには、財源の手当てが必要になるので、市の一
般補助金を増加させることになる。このような現象が進めば進むほど、市のパワーは増加
し、教育研究省のパワーは低下する。 

・ 20年前に比べて、教育研究省と内務省のコミュニケーションは改善ざれた。市への分権が
進むと、中央政府に必要になるのはパワーではなく、コーディネーションである。 

・ なお、保育施設の運営は、特定補助金によって行われている。この理由は、保育施設は義
務教育ではなく、全ての家庭の子供が保育施設に行っているわけではないためである。保
育施設の運営費については、親も一部資金を負担している。 

 

ノルウェー統計局（Statistics Norway）のレポート84によると、市における学校施設

に対する資本投資（土地の購入を除く校舎新設及び大規模修繕に要した経費）の額は、

義務教育の改革が行われ、入学年齢が 7歳から 6歳に引き下げられた 1997年にピーク

になっている。このタイミングで各市において、学校施設の拡張が求められたことが

背景にあり、市の歳入のうち学校施設に対する資本投資に投じられた割合は平均して

約 13%であった。 

また、同レポートでは、分析対象期間（1972年～2001年）における市における学校

施設に対する資本投資額と人口一人当たりの歳入額の相関関係について、「1997 年の

改革以前においては、大半の年において、資本投資額と人口一人当たりの歳入額の関

係は正の相関が見られる」と分析している。 

                                                      
84 “Capital costs in municipal school buildings” http://www.ssb.no/english/subjects/12/rapp_200409_en/ 



 793

図表 11-55 市における学校施設に対する資本投資額の推移（1972-2001） 

単位：NOK1,000 

 

（出所）Statistics Norwayより 

 

図表 11-56 市の歳入のうち学校施設に対する資本投資に投じられた割合（1972-2001） 

単位：% 

 

（出所）Statistics Norwayより 
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《教育の現状》 

 ノルウェーの義務教育は、ここ 10年間において教育内容、財源の双方において、地

方分権を進めた。以下、その現状に対する担当者の発言である。 

 

教育研究省担当者の発言 

○ 教育の多様化 
・ 義務教育学校は、全国で 3,500 校ある。これだけ数が多いと、国レベルでは対処しきれな
い。従って、市レベルで責任を持つことには合理性がある。 

・ 問題は、規模の小さな市が多すぎることである。オスロ市には学校が多数あり、能力評価
の比較も可能であるのに対して、小さな市では評価を行う際にも近隣の市との協力が必要
となる。しかし、規模を拡大させるために、合併を強制することはできない。 

・ 義務教育の達成度を「ピサ調査」によって調べると、フィンランドや日本がトップレベル
にあり、ノルウェーは平均レベルである。しかし、ノルウェーの場合、同じ市の中でも学
校の経営や組織運営によって学校差が大きい。 

・ 教育研究省としては、国の教育レベルを一定水準に保つためには、口出ししたいところも
ある。一方で、地方分権の趣旨に則り、市からは「自主性に任せろ」と言われるので、正
直ジレンマがある。 

・ 教育研究省としては、地方自治体同士の連携や調整を妨げていない。例えば、高等学校レ
ベルになると、居住地域（県）内の高校で提供されていないプログラムを学習するために、
他の地域（県）の高校に進学する例がよく出てくる。このような場合、居住地の地域（県）
が、受け入れ先の地域（県）に対して、費用負担を行う。 

・ これに対して、義務教育では、居住している市内で学校を選択してもらうことが原則であ
る。しかし、市境界に住んでいる家庭では、居住地の市の学校に通うよりも、隣の市の学
校に通う方がずっと近い、という例がある。このような場合、隣の市の学校に通う代わり
に、居住地の市が受け入れ先の市に対して費用負担を行う、とういことも認めている。 

・ 分権化後の今も、私立学校は、学校数も生徒数も全体の 2～3％程度である。国からの補助
金が出ない代わりに営利活動を行って良い学校と、運営費の 85％分を補助金で賄い 15％分
を親が負担する学校との二種類に分かれる。 

 
○ 教育における地方分権化のポイント 
・ 教育の地方分権化については、現時点ではうまく行っているようだが、確かに賛否両論が
ある。現在の大臣は、社会左派に属し、平等を重んじる。しかし、分権化を行うと多様化
が進み、それは学校間や地域間での差を生むことにもつながる。 

・ その一方、国の民主主義を支えるためには、地方での民主主義があってこそ、である。選
挙参加率で見ると、低下気味とは言え、国政選挙で 70～80％、地方選挙で 67％の投票率が
あり、ノルウェーにおける民主主義は機能している、と言える。 

・ 分権を進めるときには、「あれにいくら使え、これにいくら使え」と口出しするのではなく、
一定の予算枠を与えた上で任せ、同時に責任を負わせる方がディスカッションでの無用の
摩擦も少なくて済む。 
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【参考】 学校数・児童数、生徒数別小学校の設置割合 

 

図表 11-57 学校数・児童数の推移 

単位：校，人 

 学校数 小学校 小・中学校併設 中学校 児童・生徒数 
1979 3,500 2,464  570  466  593,767
1980 3,518 2,454  598  466  591,323
1981 3,526 2,439  609  478 586,141
1982 3,539 2,435  623  481  576,910
1983 3,543 2,408  646  489  565,497
1984 3,540 2,383  667  490 550,136
1985 3,525 2,374  667  484  534,000
1986 3,509 2,349  672  488  519,867
1987 3,500 2,331  678  491 505,942
1988 3,475 2,308  676  491 492,769
1989 3,442 2,280  674 488  482,964
1990 3,406 2,253  667  486 473,078
1991 3,389 2,242  660  487  467,501
1992 3,352 2,208  659  485  463,309
1993 3,325 2,172  669  484 466,605
1994 3,308 2,147  674  487  470,779
1995 3,285 2,129  675  481  477,236
1996 3,308 2,145  673  490  487,398
1997 3,273 2,088  700  485  558,247
1998 3,277 2,086  706  485 569,044
1999 3,272 2,075  709  487  580,261
2000 3,260 2,066  705  489 590,471
2001 3,248 2,051  709  488  599,468
2002 3,237 2,045  701  491  610,297
2003 3,209 1,999  717  493  617,577
2004 3,189 1,982  720  487  618,250
2005 3,160 1,944  736  480  619,640

（出所）Statistics Norwayより 

 

図表 11-58 生徒数別小学校の設置割合 

単位：% 
 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 

100名以下 9.6 9.2 9 8.7 8.7 8.7

100-299名 42.9 41.6 40.8 39.3 38.3 38.3

300名以上 47.5 49.1 50.2 52 52.9 53

（出所）Statistics Norwayより 
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